
　

本
学
園
の
梅
村
清
弘
総
長
・

理
事
長
は
、
一
月
二
十
八
日
の

定
例
理
事
会
で
、
理
事
長
辞
任

の
意
向
を
表
明
し
て
承
認
さ
れ
、

同
三
十
一
日
付
で
退

任
し
た
。
兼
務
し
て

い
た
総
長
を
は
じ
め

と
す
る
学
園
の
全
役

職
も
退
任
し
、
二
月

一
日
付
で
学
園
最
高

顧
問
に
就
任
し
た
。
学
園
の
規

程
に
よ
り
、
梅
村
清
英
副
理
事

長
が
三
月
末
ま
で
理
事
長
の
職

務
を
代
行
。
理
事
会
は
今
年
度

末
の
定
例
理
事
会
で
新
理
事
長

を
選
任
す
る
。

　

梅
村
最
高
顧
問
は
、
理
事
長

辞
任
表
明
の
理
事
会
で
、
「
本

日
（
一
月
二
十
八
日
）
、
名
古

屋
地
裁
で
資
格
セ
ン
タ
ー
元
部

長
に
対
す
る
厳
し
い
判
決
が
あ

っ
た
。
理
事
長
に
就
任
以
来
二

十
三
年
間
、
学
園
の
発
展
に
日

夜
、
腐
心
し
て
き
た
私
と
し
て

　

梅
村
最
高
顧
問
は
一
九
三
七

年
四
月
生
ま
れ
、
七
十
三
歳
。

本
学
商
学
部
卒
業
後
、
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

修
士
課
程
、
日
本
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
課
程
で
学
び
、

中
京
商
業
高
校
（
現
・
附
属
中

京
高
校
）
校
長
、
理
事
長
代
理
、

本
学
体
育
学
部
教
授
、
同
学
部

長
な
ど
を
歴
任
。
本
学
学
長
を

二
期
八
年
務
め
た
後
、
一
九
八

八
年
に
理
事
長
に
就
任
、
一
九

九
〇
年
か
ら
総
長
を
兼
務
し
て

き
た
。

は
心
痛
に
耐
え
な
い
。
し
か
し

こ
の
間
、
学
園
は
大
き
く
拡

大
・
発
展
し
、
今
後
の
飛
躍
に

向
け
て
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て
き

た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の
機
会

に
、
学
園
と
し
て
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
と
、
判
断
す
る
に
至
っ

た
。
今
後
は
相
談
に
与
か
る
立

場
で
学
園
の
一
層
の
発
展
に
寄

与
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ

た
。

「
気
力
・
体
力
・
努
力
」
を
座

右
の
銘
に
、
祖
父
梅
村
清
光
氏

が
創
設
し
た
学
園
、
実
父
梅
村

清
明
氏
が
創
立
し
た
本
学
の
発

展
・
充
実
に
奔
走
。
二
十
七
歳

で
校
長
に
就
い
た
中
京
商
業
高

校
で
は
校
内
改
革
に
力
を
入
れ
、

そ
の
後
、
普
通
高
校
化
、
男
女

共
学
化
等
を
実
現
。
本
学
で
は

学
長
就
任
時
（
一
九
八
〇
年
）

の
四
学
部
・
四
研
究
科
体
制
を

現
在
の
十
一
学
部
・
十
一
研
究

科
の
総
合
大
学
に
大
き
く
発
展

さ
せ
た
。

「
開
か
れ
た
大
学
」
を
他
の
大

学
に
先
駆
け
て
標
榜
し
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
公
開
講
座
や

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
、

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

を
誘
致
す
る
な
ど
社
会
人
教
育

に
も
力
を
入
れ
た
。
ま
た
、
文

部
省
（
現
・
文
部
科
学
省
）
の

保
健
体
育
審
議
会
委
員
を
十
八

年
余
務
め
た
の
を
は
じ
め
、
国

や
愛
知
県
等
の
公
職
に
就
き
、

社
会
体
育
、
学
校
体
育
の
発
展

に
尽
力
。
一
九
九
三
年
春
に
藍

綬
褒
章
、
二
〇
〇
九
年
秋
に
旭

日
重
光
章
を
い
ず
れ
も
私
学
振

興
の
功
績
で
受
章
し
た
。

（
❹
面
に
梅
村
最
高
顧
問
の
理

事
長
辞
任
の
挨
拶
を
掲
載
）

　

二
〇
一
〇
年
度
の
本
学
卒
業

式
は
三
月
十
九
日
、
中
京
大
学

文
化
市
民
会
館
で
午
前
、
午
後

の
二
部
構
成
で
挙
行
さ
れ
、
学

部
の
卒
業
生
二
千
八
百
八
十
三

人
に
卒
業
証
書
が
、
大
学
院
の

修
了
生
ら
百
十
一
人
（
博
士
九

人
、
修
士
九
十
人
、
専
門
職
学

位
十
二
人
）
に
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。

　

現
代
社
会
学
部
（
〇
七
年
に

社
会
学
部
を
改
組
）
か
ら
は
初

の
卒
業
生
二
百
七
十
人
が
巣
立

っ
た
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
三
月
十
一

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
犠
牲
者
に
対
し
、
全
員
で
黙

祷
を
捧
げ
た
。
北
川
薫
学
長
は

式
辞
で
「
変
動
す
る
社
会
に
出

る
こ
と
を
考
え
る
に
は
、
中
京

大
学
の
建
学
の
精
神
は
、
普
遍

的
な
心
構
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
自
信
と
伝
統
あ
る

『
中
京
ス
ピ
リ
ッ
ツ
』の
誇
り
を

持
っ
て
、
先
輩
に
続
い
て
新
し

い
歴
史
を
刻
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
述
べ
、四
月
か
ら
社
会
へ
と

送
り
出
す
卒
業
生
、
修
了
生
た

ち
を
励
ま
し
た
。

　

梅
村
清
英
副
理
事
長
も
祝
辞

で
「
皆
さ
ん
は
真
剣
に
、
真
摯

に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く
、

飽
く
な
き
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
旺

盛
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
力
の

源
泉
で
あ
り
、
困
難
な
時
代
を

生
き
抜
く
力
と
な
る
で
し
ょ

う
」
と
、
餞
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

卒
業
生
、
修
了
生
ら
は
、
式

辞
、
祝
辞
を
真
剣
に
聞
き
入
り
、

実
社
会
へ
挑
戦
す
る
気
持
ち
を

高
め
て
い
た
。

　

続
い
て
、
学
業
や
課
外
活
動

な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

卒
業
生
ら
が
学
長
賞
や
学
部
長

賞
、
優
等
賞
な
ど
の
表
彰
を
受

け
た
。

（
❷
、❸
面
に
式
辞
、祝
辞
の
大

要
、
各
賞
受
賞
者
名
を
掲
載
）

学
部
卒
業
生
と
大
学
院
修
了
生
合
わ

せ
て
2
、9
9
4
人
が
巣
立
っ
た
卒
業
式

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
が
辞
任

「真剣味」を実社会で
2010年度 卒業式 学　部 2,883人

大学院 111人

学
園
最
高
顧
問
に
就
任

震
災
犠
牲
者
に
黙
祷

理
事
長
在
位
23
年

学
園
の
発
展
に
多
大
な
功
績

梅村最高顧問

❶
卒
業
式
／
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
辞

　

任
、
最
高
顧
問
就
任

❷
❸
卒
業
式
学
長
式
辞
／
理
事
長
代
行
祝

　

辞
❹
梅
村
清
弘
最
高
顧
問
挨
拶

❺
北
川
薫
学
長
、
二
期
目
の
決
意
と
抱
負

　

／
安
村
仁
志
副
学
長
再
任
／
新
任
の
学

　

部
長
、
研
究
科
長
決
定

❻
❼
退
職
教
員
16
人
が
学
生
に
贈
る
言
葉

　

／
入
試
志
願
者
数
／
博
士
学
位
授
与

❽
国
家
試
験
合
格
者
６
２
７
人
／
企
業
セ

　

ミ
ナ
ー
開
催

❾
在
学
生
の
学
費

10
国
際
セ
ン
タ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

11
学
生
運
用
英
語
サ
イ
ト
開
設

12
13
体
育
会
・
文
化
会
の
新
執
行
部
／
文

　

化
会
ク
ラ
ブ
発
表
会

14
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
成
金

15
同
窓
会
名
刺
交
換
会
／
公
開
講
座
（
成

瀬
淳
子
さ
ん
）

16
ス
ポ
ー
ツ
の
記
録
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◆
文﹇
日
本
文
﹈伊
東
奈
実（
愛
知
･

桜
台
）﹇
言
語
表
現
﹈ 

紀
岡
孝
彦（
愛

知
･
春
日
井
）

◆
国
際
英
語﹇
国
際
英
語
﹈ 

吉
川
茉

耶（
愛
知
･
向
陽
）﹇
英
米
文
化
﹈ 

髙

田
美
紗
貴（
愛
知
･
豊
田
西
）

◆
心
理　

加
藤
弘
毅（
愛
知
･
刈

谷
北
）

◆
現
代
社
会　

藤
橋
由
紀
乃（
岐

阜
･
加
納
）

◆
法　

松
本
基（
愛
知
･
春
日
丘
）

◆
総
合
政
策　

岩
田
恵
里（
岐

阜
･
岐
山
）

◆
経
済　

田
中
俊
規（
愛
知
･
安

城
東
）

◆
経
営　

田
中
綾
乃（
愛
知
・
半
田

商
業
）

◆
情
報
理
工﹇
情
報
シ
ス
テ
ム
工
﹈ 

戸
田
英
治（
高
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
）﹇
情
報
知
能
﹈ 

中
谷
聡
太
郎

（
愛
知
･
栄
徳
）﹇
情
報
メ
デ
ィ
ア

工
﹈ 鈴
木
杏
彩（
静
岡
･
磐
田
北
）

◆
生
命
シ
ス
テ
ム
工　

川
合
諒（
岐

阜
･
加
茂
） 

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈　

引
地
渉（
愛

知
･
中
京
大
中
京
）﹇
健
康
科
﹈ 

鈴

木
俊
哉（
静
岡
･
磐
田
南
）

◆
文﹇
日
本
文
﹈ 

和
智
友
紀（
三

重
･
暁
）﹇
言
語
表
現
﹈ 

永
江
麻
衣

（
岐
阜
･
大
垣
南
）

◆
国
際
英
語﹇
国
際
英
語
﹈ 

浅
見
正

明（
愛
知
･
桜
台
）﹇
英
米
文
化
﹈ 

加

藤
友
梨（
愛
知
･
瀬
戸
西
）

◆
心
理　

田
村
太
司（
愛
媛
･
松

山
北
）

◆
現
代
社
会　

田
中
の
ぞ
み（
愛

知
･
安
城
）

◆
法　

山
本
浩
太
郎（
東
京
･
三

鷹
）

◆
総
合
政
策　

勇
元
隆
太（
鹿
児

島
･
徳
之
島
）

◆
経
済　

大
野
智
美（
愛
知
･
向

陽
）

◆
経
営　

李
欣（
中
国
）

◆
情
報
理
工﹇
情
報
シ
ス
テ
ム
工
﹈ 

加
藤
諒（
愛
知
･
大
成
）﹇
情
報
知

能
﹈ 

可
知
大
資（
岐
阜
･
中
津
）﹇
情

報
メ
デ
ィ
ア
工
﹈ 

鈴
木
陽
介（
静

岡
･
磐
田
東
）

◆
生
命
シ
ス
テ
ム
工　

大
橋
紀
能

（
静
岡
･
掛
川
工
業
）

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈ 

神
野
あ
ゆ
み

（
愛
知
･
向
陽
）﹇
健
康
科
﹈ 

渡
邉
楓

（
愛
知
･
旭
丘
）

◆
文﹇
日
本
文
﹈ 

藤
田
真
規
子（
福

岡
･
福
岡
）﹇
言
語
表
現
﹈ 

西
脇
歩

（
岐
阜
･
帝
京
大
可
児
）

◆
国
際
英
語﹇
国
際
英
語
﹈ 

粟
飯
原

浩
美（
愛
知
･
菊
里
）﹇
英
米
文
化
﹈ 

小
木
曽
香
織（
愛
知
･
椙
山
女
学

園
）

◆
心
理　

宮
林
百
合
恵（
愛
知
･

蒲
郡
東
）

◆
現
代
社
会　

小
林
佳
奈（
愛

知
･
岡
崎
城
西
）

◆
法　

吉
川
拓
馬（
愛
知
･
桜
台
）

◆
総
合
政
策　

加
藤
優
一（
愛
知
･

木
曽
川
）

◆
経
済　

石
田
亜
希
乃（
愛
知
･

豊
橋
商
業
）

◆
経
営　

八
代
ま
い（
岐
阜
･
岐

山
）

◆
情
報
理
工﹇
情
報
シ
ス
テ
ム
工
﹈ 

太
田
啓
介（
愛
知
･
北
）﹇
情
報
知

能
﹈ 

岡
本
朋
之（
愛
知
･
豊
橋
西
）

﹇
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
﹈ 

𠩤
田
衣
理（
愛

知
･
向
陽
）

◆
生
命
シ
ス
テ
ム
工　

山
川
隼
輝

（
愛
知
･
西
春
）

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈ 

伊
藤
咲
野（
愛

知
･
菊
里
）﹇
健
康
科
﹈ 

川
村
仁
美

（
愛
知
･
江
南
）

◆
文﹇
日
本
文
﹈ 

飯
島
亨
奈
（
静

岡
･
浜
松
西
）

◆
心
理　

門
脇
志
穂（
愛
知
･
中

京
大
中
京
）新
堂
裕
紀
美（
愛
知
･

半
田
）

◆
現
代
社
会　

冨
田
早
奈
美（
愛

知
･
中
京
大
中
京
）川
越
あ
ゆ
み

（
石
川
･
七
尾
）真
砂
彩
奈（
和
歌

山
･
新
宮
）谷
口
知
穂（
広
島
・
舟

入
） 

藪
貴
至（
大
阪
･
清
教
学
園
）

◆
法　

鈴
木
祐
太（
愛
知
･
緑
）白

江
繁
樹（
岐
阜
･
可
児
）松
本
麻
菜

実（
愛
知
･
菊
里
）岩
﨑
未
歩（
愛

知
･
向
陽
）出
口
良
章（
愛
知
･
明

和
）伊
藤
友
茉（
愛
知
･
向
陽
）

◆
総
合
政
策　

菊
原
真
理（
愛

知
･
中
京
大
中
京
）水
越
桃
子（
愛

知
・
岡
崎
西
）藤
井
亨（
愛
知
･
瀬
戸

西
）

◆
経
済　

服
部
直
樹（
三
重
･
桑

名
西
）石
黒
吉
紀（
愛
知
･
豊
川
） 

堀
田
祐
哉（
愛
知
･
高
蔵
寺
）小
谷

侑
稚（
岐
阜
･
長
良
）小
出
佳
毅（
愛

知
･
松
蔭
）奥
村
直（
岐
阜
･
岐
阜

北
）

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
出
身
校
）

　

皆
さ
ん
が
卒
業
を
し
よ
う
と

す
る
今
、
社
会
は
大
き
く
、
顕

著
に
変
動
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
変
動
は
皆
さ

ん
方
の
時
代
だ
け
の
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
不
安

定
こ
そ
が
普
通
の
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
方
が
、
社
会
情
勢
を

正
し
く
捉
え
て
い
る
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
不
安
定
と
変
動

は
、
新
た
な
時
代
へ
の
ス
テ
ッ

プ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

変
動
す
る
社
会
へ
出

る
こ
と
を
考
え
る
に
は
、

中
京
大
学
の
建
学
の
精

神
は
、普
遍
的
な
心
構

え
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は「
学
術
と
ス
ポ

ー
ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」

で
す
。建
学
の
精
神
は「
学
術
と

ス
ポ
ー
ツ
に
真
剣
に
取
り
組
む

こ
と
で
人
格
形
成
、
人
間
形
成

を
目
指
し
な
さ
い
」「
そ
の
大

切
な
と
こ
ろ
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

ン
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
レ
デ
ィ
シ

ッ
プ
で
す
。
具
体
的
に
は
①
ル

ー
ル
を
守
る
②
ベ
ス
ト
を
尽
く

す
③
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

④
相
手
に
敬
意
を
持
つ
こ
と
で

あ
る
」と
説
い
て
い
ま
す
。

　

私
が
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
た

い
こ
と
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
第
一
は
、
「
自
分
と
い

う
存
在
は
社
会
と
と
も
に
あ
り
、

他
者
と
と
も
に
あ
る
」
と
い
う

認
識
を
持
つ
こ
と
で
す
。
独
り

よ
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

二
つ
目
は
「
職
業
人
と
し
て
の

自
覚
と
倫
理
」
を
持
っ
て
頂
き

た
い
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職

業
や
仕
事
は
、
社
会
の
中
で
自

立
す
る
基
礎
で
あ
る
と
と
も
に
、

社
会
的
役
割
を
引
き
受
け
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
の
領

域
を
問
わ
ず
、
社
会
の
ル
ー
ル

を
守
り
、
自
分
の
能
力
、
個
性

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
社
会
情
勢
を

思
う
に
気
に
な
る
こ
と
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
あ
ふ
れ

る
情
報
の
中
、
ど
の
よ
う
な
情

報
が
正
し
い
か
、
間
違
っ
て
い

る
か
を
判
断
で
き
る
よ
う
に
気

を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
う
一

つ
は
、
進
む
べ
き
道
が
決
ま
ら

な
い
ま
ま
今
日
を
迎
え
た
皆
さ

ん
に
対
し
て
で
す
。
長
い
人
生

航
路
の
中
で
、
誰
も
が
遭
遇
す

る
難
局
の
一
つ
と
捉
え
、
ひ
た

す
ら
前
へ
漕
ぎ
続
け
る
こ
と
を
、

ど
う
か
心
に
構
え
て
ほ
し
い
の

で
す
。

　

本
日
、
卒
業
式
を
迎
え
た
皆

さ
ん
は
、
自
信
と
、
伝
統
あ
る

「
中
京
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
の
誇
り

を
持
っ
て
、
先
輩
に
続
い
て
新

し
い
歴
史
を
刻
ん
で
い
っ
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
前
途
に
幸

い
多
き
道
が
開
け
て
い
る
こ
と

を
信
じ
、
こ
れ
か
ら
の
健
闘
を

祈
っ
て
、
私
の
贈
る
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

社会に出る決意を新たにする卒業生たち

大学生活を共にした仲間とも最後の別れ

輝
き
の
受
賞
者

学
長
賞

学
部
長
賞

同
窓
会
賞

優
等
賞

学　

長

北
川　

薫

式 

辞
（
大
要
）

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り

能
力
、
個
性
の
発
揮
を

2010年度 卒 業 式

自信と誇りを糧に

粛々とした空気に包まれて…

卒
業
証
書
を
胸
に…
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◆
経
営　

加
藤
亮
太（
愛
知
･

高
蔵
寺
）内
田
隼
也（
鳥
取
･
米
子

松
蔭
）大
竹
里
奈（
愛
知
･
昭
和
） 

篠
田
恵
里
子（
岐
阜
･
加
納
）林
由

佳（
愛
知
･
岡
崎
北
） 

苅
谷
奈
緒
美

（
岐
阜
･
加
納
）

◆
情
報
理
工﹇
情
報
シ
ス
テ
ム
工
﹈ 

小
川
純
矢（
三
重
･
皇
學
館
）

◆
生
命
シ
ス
テ
ム
工　

宮
嶋
真
大

（
愛
知
･
北
）大
滝
野
歩（
愛
知
･
名

東
）

◆
体
育﹇
体
育
科
﹈ 

竹
川
麻
美（
愛

知
･
向
陽
）坪
井
俊
介（
愛
知
･
豊

橋
東
）鈴
木
景
子（
愛
知
･
知
立
東
） 

坪
井
和
也（
岐
阜
･
大
垣
北
） 

西
山

真
惟
子（
愛
知
･
成
章
）丹
羽
英
梨

子（
愛
知
･
菊
里
）安
積
亜
佐
子（
愛

知
･
明
和
）寺
﨑
早
央
里（
愛
知
･

名
古
屋
経
済
大
高
蔵
）

◆

◆
大
学
祭
実
行
委
員
会
▼
名
古
屋

委
員
長　

柴
茉
里
香（
総
合
政

策
･
静
岡
･
清
水
南
）▼
豊
田
委

員
長　

神
田
歩（
現
代
社
会
･
新

潟
･
新
潟
南
）

◆
体
育
会
▼
幹
事
長　

森
順
平

（
体
育
･
愛
知
･
山
田
）

◆
文
化
会
▼
幹
事
長　

鈴
木
翼

（
法
･
三
重
･
桑
名
）

◆
体
育
会
▼
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部

須
崎
立
也（
現
代
社
会
･
愛
知
･

日
進
西
）堀
越
博
志（
現
代
社
会
･

愛
知
･
岡
崎
東
）石
走
卓
也（
体

育
･
愛
知
･
中
京
大
中
京
）古
庄

潤
平（
体
育
･
愛
知
･
名
東
） 

柴
田

晃
一（
体
育
･
大
阪
･
関
西
創
価
） 

市
来
麻
帆（
体
育
・
愛
知
・
中
京
大
中

京
）稲
垣
和
華
羽（
体
育
・
愛
知
・
菊

里
）小
林
久
美（
体
育
・
愛
知
・
尾
北
） 

久
田
菜
未（
体
育
・
愛
知
・
中
京
大
中

京
）福
沢
舞
子（
体
育
・
愛
知
・
瑞
陵
）

大
村
ひ
ろ
み（
体
育
・
愛
知
・
桜
台
）

風
岡
愛（
体
育
・
愛
知
・
桜
台
） 

田
中

花
奈（
体
育
・
愛
知
・
中
京
大
中
京
）

出
來
香
織（
体
育
・
愛
知
・
中
京
大
中

京
）成
瀬
祥
子（
体
育
・
愛
知
・
天
白
）

早
川
麻
衣
子（
体
育
・
愛
知
・
刈
谷

北
）平
井
美
帆（
体
育
・
愛
知
・
五
条
）

▼
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部　

 

水
野
佑
哉（
体
育
･
岐
阜
･
可
児
）

▼
剣
道
部　

江
口
桃
花（
体
育
･
愛

知
･
名
古
屋
大
谷
）筧
恵
里
佳（
体

育
･
熊
本
･
阿
蘇
）西
ヶ
谷
沙
織

（
体
育
･
静
岡
･
静
岡
東
）福
井
加

奈（
体
育
･
岐
阜
･
中
京
）▼
サ
ッ

カ
ー
部　

内
田
渉（
体
育
･
千
葉
･

八
千
代
）大
久
保
隆
一
郎（
体
育
･

青
森
･
青
森
山
田
）後
藤
雄
平（
体

育
･
愛
知
･
東
海
学
園
）齊
藤
和

樹（
体
育
･
静
岡
･
市
立
清
水
商

業
）平
山
照
晃（
体
育
･
福
岡
･
太

宰
府
）福
井
悠
太（
体
育
･
千
葉
･

市
立
船
橋
）星
野
悟（
体
育
･
群

馬
･
前
橋
商
業
）森
本
良（
体
育
･

愛
知
･
愛
知
教
育
大
附
属
）▼
自

転
車
競
技
部　

大
西
周
太（
体

育
･
兵
庫
･
三
田
学
園
）▼
準
硬

式
野
球
部　

彦
坂
祐
志（
体
育
･

愛
知
･
時
習
館
）森
下
和
光（
体

育
･
静
岡
･
掛
川
西
）▼
水
泳
部

金
城
亜
蘭（
体
育
･
高
校
卒
業
程

度
認
定
試
験
）島
田
良
祐（
体
育
･

京
都
･
西
城
陽
）瀬
田
寛
人（
体

育
･
広
島
･
広
島
皆
実
） 

岡
野
桜

子（
体
育
･
石
川
･
北
陸
大
谷
）北

尾
紫
乃（
体
育
･
三
重
･
津
商
業
）

小
西
希
沙（
体
育
･
兵
庫
･
市
立

尼
崎
）佐
々
木
絵
里（
体
育
･
長

崎
･
長
崎
商
業
）長
谷
川
菜
月（
体

育
･
埼
玉
･
埼
玉
栄
）▼
ス
ケ
ー
ト

部　

佐
野
隼
規（
現
代
社
会
･
広

島
･
崇
徳
）清
水
小
百
合（
経
営
･

愛
知
･
中
京
大
中
京
）小
塚
崇
彦

（
体
育
･
愛
知
･
中
京
大
中
京
）▼

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

岡
本
花
実（
現

代
社
会
･
静
岡
･
富
士
宮
北
）石

井
健
太（
体
育
･
岐
阜
･
中
京
）阿

知
波
希（
体
育
･
愛
知
･
豊
橋
中

央
）加
納
亜
由
美（
体
育
･
愛
知
･

豊
田
大
谷
） 

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

秋
屋
一
樹（
体
育
･
愛
知
･
岡
崎

西
）伊
藤
圭
佑（
体
育
・
愛
知
･
松

蔭
）岩
瀬
功（
体
育
･
兵
庫
･
須
磨

学
園
）岡
田
倫
明（
体
育
･
石
川
･

遊
学
館
）▼
体
操
競
技
部　

黒
田

真
由（
体
育
･
愛
知
･
名
古
屋
経

済
大
市
邨
）▼
陸
上
競
技
部　

荒

木
崇
裕（
体
育
･
三
重
･
宇
治
山

田
商
業
）上
田
祐
貴（
体
育
･
和
歌

山
･
笠
田
）久
保
博
規（
体
育
･
愛

知
･
名
古
屋
）宮
澤
陸（
体
育
･
静

岡
･
日
本
大
三
島
）山
下
洸（
体

育
･
愛
知
･
名
古
屋
）内
多
愛
子

（
体
育
･
京
都
･
北
陵
）

◆
文
化
会
▼
書
道
部　

中
井
千
絵

（
文
･
三
重
･
四
日
市
南
） 

◆
文
学
部　

河
島
光（
文
･
滋

賀
･
長
浜
北
）

◆
水
泳
部
男
子
・
女
子

◆
小
塚
崇
彦（
ス
ケ
ー
ト
部
）

◆
茶
道
部

　

皆
さ
ん
を
待
ち
受
け
て
い
る

社
会
は
、
激
動
と
呼
ぶ
の
に
ふ

さ
わ
し
い
、
時
代
の
変
革
期
に

あ
り
ま
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
来
、
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

国
際
経
済
は
立
ち
直
り
が
遅
れ

る
な
か
で
、
北
ア
フ
リ
カ
、
中

東
各
地
で
民
衆
革
命
と
も
言
う

べ
き
新
た
な
動
き
が
勃
興
し
、

さ
ら
に
混
迷
の
度
を
深
め
て
お

り
ま
す
。
わ
が
国
は
こ
う
し
た

中
で
国
際
的
な
地
位
は
低
下
、

と
り
わ
け
経
済
活
動
は
か
つ
て

の
勢
い
を
失
い
ま
し
た
。

　

企
業
は
新
卒
採
用
を
手
控
え
、

就
職
活
動
の
早
期
化
、

長
期
化
が
深
刻
な
社
会

問
題
に
な
り
ま
し
た
。

本
学
は
幸
い
、
皆
さ
ん

の
努
力
で
前
年
並
み
の
就
職
状

況
を
達
成
で
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　

大
学
も
ま
た
、
厳
し
い
環
境

の
中
に
あ
り
ま
す
。
全
入
時
代

に
入
り
、
定
員
に
満
た
な
い
大

学
が
数
多
く
あ
る
一
方
で
、
志

願
者
を
増
や
す
大
学
も
あ
る
と

い
っ
た
二
極
化
の
様
相
を
深
め

て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

に
お
い
て
、
本
学
は
前
年
を
上

回
る
志
願
者
を
集
め
ま
し
た
。

近
年
は
、
大
学
を
選
ぶ
理
由
に
、

学
び
た
い
学
部
学
科
が
あ
る
か
、

卒
業
す
る
と
き
、
ど
ん
な
力
が

持
て
る
の
か
、「
出
口
の
力
」

に
関
心
が
強
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

中
京
大
学
は
、
時
代
に
適
応
し

た
学
部
学
科
に
す
べ
く
、
他
大

学
に
先
駆
け
、
既
存
の
学
部
学

科
の
改
組
を
行
い
、
そ
の
期
待

に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
「
学
術
と
ス
ポ
ー

ツ
の
真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
を

建
学
の
精
神
と
す
る
本
学
で
、

真
剣
に
、
真
摯
に
取
り
組
む
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
が
す
べ

て
の
出
発
点
で
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
が
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
い
く
、
飽
く
な
き
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
と
旺
盛
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

こ
そ
が
力
の
源
泉
で
あ
り
、
困

難
な
時
代
を
生
き
抜
く
力
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　

中
京
大
学
は
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ

き
開
発
計
画
を
進
め
、
東
海
地

区
で
は
初
め
て
自
動
書
庫
を
導

入
し
た
図
書
館
新
棟
が
完
成
し

ま
し
た
。
再
来
年
三
月
に
は
大

教
室
棟
な
ど
す
べ
て
が
完
成
す

る
予
定
で
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
工
学
部
の
一
部
学
科
を
開

設
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
時
代
を

見
据
え
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
、
新
し
い
大
学
を
創
っ

て
い
く
―
―
強
い
気
持
ち
で
改

革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

困
難
な
時
代
に
旅
立
つ
皆
さ

ん
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
お
く

り
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

東
北
地
方
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
学
で
は
、
被
災
地
域
出
身

の
学
生
、
保
護
者
の
安
否
の
確

認
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
全

体
の
詳
細
な
把
握
は
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
三
月
二
十
二
日

現
在
で
は
、
学
生
本
人
が
被
災

し
た
と
い
う
情
報
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
津
波
に
襲
わ
れ
、

実
家
が
流
失
す
る
と
い
う

被
害
に
見
舞
わ
れ
た
学
生

は
数
人
お
り
ま
す
。
流
失

は
免
れ
た
も
の
の
、
家
屋

が
損
壊
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
本
学
で
は
、
学
生
が
引
き

続
き
勉
学
で
き
る
よ
う
、
学
費

の
減
免
や
奨
学
金
の
給
付
な
ど

万
全
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
学
の
入
学
試
験
に

合
格
し
、
四
月
か
ら
通
学
を
予

定
し
て
い
る
新
入
生
の
う
ち
、

被
災
さ
れ
た
方
も
同
様
に
、
学

費
減
免
、
奨
学
金
給
付
な
ど
の

支
援
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

学
内
で
は
、
被
災
者
の
救
援

と
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
願
い
、
文
化
会
、
体
育
会
、

大
学
祭
実
行
委
員
会
の
学
生
が

中
心
と
な
っ
て
募
金
活
動
を
進

め
、
教
職
員
も
協
力
し
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
こ

う
し
た
対
応
に
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

中
京
大
学

卒業式会場で在校生が行
った大震災の募金には、卒
業生や保護者が協力した

創
立
者
賞

団 

体 

賞

理
事
長
杯

創
立
者　

梅
村
清
明

体 

育 

会 

杯

創
立
者　

梅
村
清
明

文 

化 

会 

杯

副
理
事
長

（
理
事
長
代
行
）

梅
村　

清
英

祝 
辞
（
大
要
）

目
標
に
向
か
っ
て
努
力

時
代
を
生
き
抜
く
源
泉

大
震
災
被
災
者
の
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

激
動
の
時
代
に
旅
立
つ
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本
学
と
附
属
中
京
高
校
の
高

大
連
携
教
育
が
三
月
、
名
古
屋
、

豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
相
次
い

で
実
施
さ
れ
た
。
連
携
教
育
は
、

高
校
三
年
間
と
大
学
四
年
間
を

一
体
で
捉
え
、
高
校
生
に
可
能

性
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
や
将
来
の

目
標
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

　

本
年
度
二
回
目
の
高
大
連
携

学
部
授
業
（
三
月
十
一
―
十
六

日
）
は
、
十
一
学
部
計
四
十
八

回
、
本
学
教
員
に
よ

り
実
施
さ
れ
、
高
校

二
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ

八
回
受
け
た
。

　

高
校
一
年
生
対
象
の
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
三
月
十
六
日
）
で
は
、
附
属

中
京
高
校
出
身
の
本
学
三
、
四

年
生
七
人
が
資
格
、
留
学
、
就

職
の
視
点
か
ら
将
来
を
見
据
え

て
今
何
を
す
べ
き
か
を
語
っ
た
。

　

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

（
三
月
十
五
日
）も
開
か
れ
、
高

校
一
年
生
が
先
輩
の
案
内
で
、

現
代
社
会
、
情
報
理
工
、
体
育

学
部
の
教
育
施
設
を
中
心
に
見

学
し
た
。

　

資
格
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
不
祥

事
を
受
け
、
一
月
末
日
付
で
理

事
長
な
ど
学
園
役
員
を
辞
し
た
。

一
九
八
八
年
理
事
長
に
就
任
し

て
二
十
三
年
、
学
長
職
を
加
え

る
と
三
十
一
年
、日
夜
、学
園
の

発
展
に
奔
走
し
て
き
た
身
に
と

っ
て
、
い
さ
さ
か
の
感
慨
は
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
深

謝
し
、
学
園
に
さ
ら
な
る
ご
尽

力
を
賜
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

激
し
い
学
長
選
の
結
果
、
八

〇
年
、
四
十
二
歳
で
学
長
に
選

ば
れ
た
が
、
当
時
は
商
学
、
体

育
学
、
法
学
、
文
学
の
四
学
部

で
、
借
金
は
三
十
億
円
を
超
え
、

破
綻
状
態
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
。

「
現
状
に
満
足
す
る
な
。
十
年

後
を
見
通
し
て
行
動
せ
よ
」
と

繰
り
返
し
、
学
部
、
大
学
院
の

新
設
を
め
ざ
し
た
二
十
年
計
画

を
作
成
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

財
政
の
立
て
直
し
。
赤
字
の
実

態
を
洗
い
出
し
、
学
費
引
き
上

げ
の
必
要
性
を
訴
え
た
冊
子
を

つ
く
っ
た
。
冊
子
を
持
参
し
て

教
授
会
、
組
合
を
回
っ
て
深
夜

ま
で
議
論
を
重
ね
、
予
備
を
含

め
る
と
会
議
は
月
百
回
を
超
え

る
こ
と
も
何
度
も
あ
っ
た
。
自

ら
「
ス
ー
パ
ー
民
主
主
義
」
と

名
づ
け
、
理
解
を
求
め
る
こ
と

に
徹
し
た
が
、
こ
の
資
料
は
後

年
、
「
中
京
大
学
の
現
状
と
展

望
」
と
題
す
る
白
書
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
十
冊
つ
く
っ
て
全

学
的
な
議
論
を
高
め
て
き
た
。

　

つ
い
で
取
り
組
ん
だ
の
は
学

部
の
増
設
。
学
長
就
任
二
年
後

に
、
ま
ず
二
学
部
の
設
置
を
提

案
し
た
が
、
あ
っ
さ
り
拒
否
。

議
論
を
深
め
て
い
く

う
ち
に
、
逆
に
増
設

要
望
が
出
さ
れ
、
一

九
八
六
年
か
ら
九
一

年
に
社
会
学
、
経
済

学
、
情
報
科
学
、
経

営
学
の
四
学
部
を
開

設
。
八
学
部
と
な
り
、

時
代
や
他
大
学
に
先

ん
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

大
学
創
立
四
十
周

年
記
念
事
業
で
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

を
創
設
し
た
の
は
、
ま
だ
わ
が

国
が
バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
遺
症
に

苦
し
ん
で
い
た
九
四
年
。「
開
か

れ
た
大
学
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
域
に
、街
に
開
か
れ
る
こ
と

こ
そ
新
時
代
の
大
学
と
、講
義

や
講
座
ば
か
り
で
な
く
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
学
内
に
開
設
、

文
化
の
発
信
拠
点
を
め
ざ
し
た
。

　

経
済
人
が
教
壇
に
立
つ
の
は

当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
た
が
、

経
営
ト
ッ
プ
を
講
師
に
委
嘱
し

た
の
は
本
学
が
初
め
て
。
地
域

の
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
公
開

講
座
も
「
経
済
経
営
シ
リ
ー

ズ
」な
ど
年
七
、八
回
開
催
、
計

百
回
を
超
え
た
。
年
末
恒
例
の

景
気
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
毎
回
千

人
を
超
え
る
参
加
者
を
集
め
、

地
域
経
済
の
羅
針
盤
と
し
て
定

着
し
た
。

　

現
在
、
十
一
学
部
、
九
研
究

科
に
加
え
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
擁
し
、

全
国
私
大
の
十
指
に
入
る
規
模

に
成
長
。
時
代
の
流
れ
に
沿
っ

て
学
部
改
組
を
繰
り
返
し
、
学

部
も
設
置
し
た
当
時
か
ら
み
る

と
大
幅
に
変
わ
っ
た
。
公
務
員

希
望
や
資
格
取
得
へ
の
要
望
が

増
え
た
た
め
、
他
大
学
に
先
駆

け
、
対
策
講
座
を
開
設
し
た
が
、

公
務
員
試
験
合
格
者
、
資
格
取

得
者
は
地
域
の
私
大
で
ト
ッ
プ

の
成
績
を
挙
げ
て
い
る
。

　

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
図

書
館
が
完
成
し
、
大
講
義
棟
や

本
館
改
築
も
二
年
後
に
は
完
成

予
定
で
、
工
学
部
電
気
電
子
工

学
科
な
ど
の
開
設
計
画
も
進
ん

で
い
る
。

　

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
が
、
学
園
は
こ
の
三
十
年
余
、

大
き
く
発
展
し
た
。
時
代
に
、

他
大
学
に
先
駆
け
、
改
革
に
奔

走
し
て
き
た
成
果
で
あ
る
。

　

次
代
へ
の
道
筋
は
つ
い
た
。

学
生
が
主
役
の
学
園
づ
く
り
を

進
め
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
強
く
、

大
き
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

学歴
1960年3月　中京大学商学部卒業

1962年3月　慶應義塾大学社会学研究科修士課程修了
1972年3月　日本大学文学研究科博士課程単位取得

職歴
中京大学体育学部講師／助教授（1962年4月～1967年3月）

中京商業高校校長（1965年4月～1969年3月）
梅村学園理事長代理（1965年5月～1988年3月）
中京大学体育学部教授（1967年4月～2011年3月）
中京大学体育学部長（1974年11月～1980年3月）
中京大学学長（1980年4月～1988年3月）
梅村学園理事長（1988年4月～2011年1月）
梅村学園総長（1990年4月～2011年1月）

審議会委員等
文部省社会体育付与制度審議会委員

（1977年8月～1980年3月）
文部省保健体育審議会委員

（1981年3月～1989年5月、1991年7月～1997年9月、
2000年7月～2001年6月）

文部省国立総合体育研究研修センターに関する懇親会委員
（1982年12月～1983年5月）

愛知県スポーツ振興審議会会長（1998年10月～2006年10月）
日本体育・学校健康センター運営審議会委員

（2002年3月～2003年9月）
（独）日本スポーツ振興センター監事（2003年10月～）

教育・文化・スポーツ関係諸団体役員等
愛知県私学協会理事（1965年5月～1967年3月）

中部学生ゴルフ連盟会長（1979年4月～1998年12月）
東海体操協会会長（1985年4月～2003年3月）
中部経済同友会幹事（1987年5月～）

愛知県経営者協会理事（1991年5月～2006年1月）
東海学生陸上競技連盟会長（1991年5月～2002年3月）

日本体育協会評議員（1997年4月～）
（財）2005年日本博覧会協会理事（1997年10月～2006年12月）

（財）愛知県スポーツ振興事業団理事
（1998年5月～2006年4月）

愛知陸上競技協会会長（2004年10月～）
（社）日本私立大学連盟監事（2005年5月～2007年2月）
名古屋工業大学経営協議会委員（2006年4月～2008年3月）
（財）愛知県教育・スポーツ振興財団理事（2006年4月～）

主な受章
1993年4月29日　藍綬褒章（私学振興功労）
2009年11月3日　旭日重光章（私学振興功労）

梅村清弘最高顧問
主な経歴・職歴・公職等

旭日重光章受章感謝の集いで「受章
は皆様のお陰です」と感謝を述べる梅
村清弘理事長（当時）＝2010年1月28
日、名古屋市内のホテルで＝

学
園
、大
学
の

　

さ
ら
な
る
発
展
に
期
待

最
高
顧
問

（
梅
村  

清
弘
）

理
事
長
辞
任

ご
支
援
に
深
謝

高
大
連
携
教
育

高
校
生
の
目
標
づ
く
り
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二
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
の
四
年
間
、
学
長
職
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
教
職
員
の
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
昨
年
の
不
祥
事
で

失
っ
た
信
頼
を
回
復
し
、
本
学

の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
て
新
た

な
覚
悟
で
諸
課
題
に
取
り
組
む

所
存
で
す
。

　

安
村
仁
志
副
学
長（
写
真
）が

再
任
さ
れ
た
。
新
し
い
任
期
は

四
月
一
日
か
ら
二
年
間
。
副
学

長
職
は
〇
四
年
制
定
の
規
程
に

基
づ
い
て
お
り
、
北
川
薫
学
長

が
安
村
副
学
長
を
推
薦
し
た
。

　

本
学
は
一
九
五
四
年
の
建
学

以
来
、
時
代
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
八
五
年
の
四
学
部
四
研
究

科
か
ら
、
十
八
年
後
に
は
十
一

学
部
十
研
究
科
を
擁
す
る
総
合

大
学
に
変
貌
し
、
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
の
全
て
に
わ
た
り
、

変
化
・
改
革
を
続
け
、
幅
広
い

　

安
村
副
学
長
は
、
教
養
部
教

授
、
教
養
部
長
、
図
書
館
長
、

社
会
科
学
研
究
所
長
な
ど
を
歴

任
。
一
〇
年
四
月
か
ら
副
学
長

に
就
任
し
、
北
川
学
長
を
補
佐

す
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
）
委
員
会
の
委
員
長
な
ど

を
務
め
て
き
た
。

安
村
副
学
長
の
談
話

「I have a dream

―
中

京
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

専
門
人
の
育
成
に
寄
与
し
て
き

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
四
月
に
は
五
十
年
余
の

歴
史
と
伝
統
を
持
つ
体
育
学
部

を
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
に
改
組
転

換
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
科
学

及
び
ス
ポ
ー
ツ
を
基
盤
と
す
る

健
康
科
学
に
対
す
る
社
会
的
要

請
と
人
類
的
課
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
有
為
な
人
材
の
輩
出
と
、

研
究
機
関
と
し
て
新
た
な
知
見

に
貢
献
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

響
楽
団
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
は〝
調

和
を
愛
す
る
〞と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
実
際
の
交

響
楽
団
と
と
も
に
、
大
学
を
構

成
す
る
学
生
・
教
員
・
職
員
が

管
・
弦
・
打
楽
器
の
部
分
を
担
い
、

調
和
を
奏
で
、
総
合
大
学
の
妙

が
豊
か
に
発
揮
さ
れ
る
と
い
う

〝
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
〞が
実
現

す
る
こ
と
で
す
。
一
生
懸
命
つ

と
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

本
学
は
学
生
の
教
育
環
境
の

向
上
に
心
を
砕
い
て
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
面
と
し
て
は
、
名
古
屋

学
舎
の
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
建
設

（
九
〇
年
代
）、「C

-W
est

」

（
二
〇
〇
〇
年
代
）
で
教
育
・

研
究
環
境
を
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
一
三
年
完
成
を
目
指
し
た

「C-East

」
計
画
で
、
新
図
書

館
を
中
心
と
し
た
教
育
施
設
を

強
化
し
ま
す
。
豊
田
学
舎
は

university park

と
も
い

　

体
育
学
部
の
北
川
薫
教
授

（
学
長
）が
二
〇
一
〇
年
度
「
中

冨
健
康
科
学
振
興
賞
」
を
受
賞

し
、
三
月
二
十
五
日
、
公
益
財

団
法
人
・
中
冨
健
康
科
学
振
興

財
団
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。

　

同
振
興
賞
は
久
光
製
薬
株
式

会
社
設
立
の
同
財
団
が
、
健
康

の
維
持
増
進
に
貢
献
し
た
研
究

者
の
中
か
ら
、
毎
年
一
人
を
選

考
し
贈
呈
し
て
い
る
。
北
川
教

授
（
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
）
は
生
活
習
慣

病
お
よ
び
健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ

え
る
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
変

貌
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
面
と
し
て
は
「
全
て

の
学
士
課
程
教
育
修
了
者
（
学

部
卒
業
生
）
が
身
に
付
け
る
べ

き
基
本
的
素
養
」
で
あ
る
「
学

士
力
」
を
確
た
る
も
の
と
す
る

た
め
に
、
Ｆ
Ｄ
委
員
会
が
核
と

な
り
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
〇

年
度
は
授
業
内
容
や
方
法
の
改

善
、
教
員
の
教
育
力
向
上
、
学

生
の
就
学
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
三
つ
の
小
委
員
会

を
設
置
し
、
具
体
的
か
つ
集
中

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ム
の
多
年
に
わ
た
る
研
究
と
、

そ
れ
に
よ
る
肥
満
対
策
な
ど
の

功
績
が
評
価
さ
れ
た
。

　

情
報
理
工
学
部
の
藤
原
孝
幸

助
教（
輿
水
研
究
室
）が
二
月
三

日
、
社
団
法
人
電
気
学
会
か
ら

「
優
秀
論
文
発
表
Ａ
賞（IEEJ 

Excellent Presentation 
Aw
ard

）
」
を
受
賞
し
た
。

　

論
文
題
目
は
「
蛍
狩
り
カ
メ

ラ
を
用
い
た
ア
ス
リ
ー
ト
動
作

の
評
価
指
標
の
提
案
」
。
藤
原

助
教
は
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
室

　

一
方
、
本
学
は
教
員
の
世
代

交
代
と
い
う
大
き
な
転
換
期
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
十
年
間
に
採

用
さ
れ
た
教
員
の
比
率
が
大
き

く
な
り
、
必
然
的
に
、
新
た
な

意
見
を
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
反

映
さ
せ
、
次
の
世
代
へ
の
礎
を

築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
京
大
学
は
幸
運
に
も
大
き

な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
大

学
と
し
て
の
改
革
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
す
。
大
学
間
競
争

の
真
っ
只
中
で
あ
る
一
四
年
に

本
学
は
建
学
六
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
年
を
「
第
二
の
建

学
」
と
と
ら
え
、
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
に
わ
た
る
内
面
の
充

実
こ
そ
が
更
な
る
発
展
の
重
要

な
カ
ギ
と
考
え
、
こ
れ
に
向
け

た
教
学
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
力
強
く
描
い
て
い
き
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
度

新
任
の
学
部
長
と

研
究
科
長
、
研
究

所
長
が
決
ま
っ
た
。

学
部
長
は
体
育
学

部
を
改
組
し
て
開

設
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
科
学
部
を
含
め

五
人
、
研
究
科
長

も
五
人
、
研
究
所

長
は
三
人
。
任
期

は
、
心
理
学
研
究

科
長
（
一
二
年
三

月
ま
で
）
を
除
き

一
一
年
四
月
か
ら

二
年
間
。
新
学
部

長
、
研
究
科
長
、

研
究
所
長
の
名
前
、

専
門
分
野
、
年
齢

（
四
月
一
日
就
任

時
）
は
次
の
通
り
。

◇

▼
法
学
部
長　

山
岸　

敬
子
▽

行
政
法
▽
59
歳

▼
総
合
政
策
学
部
長　

由
里　

宗
之
▽
金
融
論
▽
51
歳

▼
経
済
学
部
長　

中
山　

惠
子

▽
経
済
理
論
▽
51
歳

▼
経
営
学
部
長　

ハ
リ
ス
・
リ

チ
ャ
ー
ド
▽
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
論
▽
59
歳

▼
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
長　

梅
村

義
久
▽
運
動
生
理
学
▽
51
歳

▼
心
理
学
研
究
科
長　

八
尋　

華
那
雄
▽
臨
床
心
理
学
▽
68
歳

▼
法
学
研
究
科
長　

平
川　

宗

信
▽
刑
法
▽
66
歳

▼
経
済
学
研
究
科
長　

桑
原　

英
明
▽
行
政
学
▽
52
歳

▼
経
営
学
研
究
科
長　

梅
田　

守
彦
▽
会
計
学
▽
52
歳

▼
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
科
長　

伊
藤　

清
道
▽

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
▽
61
歳

▼
図
書
館
長　

佐
藤　

隆
▽
上

代
文
学
▽
63
歳

▼
文
化
科
学
研
究
所
長　

原　

國
人
▽
国
語
教
育
▽
67
歳

▼
経
済
研
究
所
長　

釜
田　

公

良
▽
公
共
経
済
学
▽
48
歳

▼
法
曹
養
成
研
究
所
長　

山
田

幸
彦
▽
弁
護
実
務
▽
64
歳

※
次
号
で
新
任
の
学
部
長
、
研

究
科
長
、
研
究
所
長
の
抱
負
と

略
歴
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

伏
広
治
、
由
佳
選
手
ら
の
協
力

を
得
て
、
投
て
き
動
作
の
回
転

体
軸
を
３
Ｄ
計
測
映
像
か
ら
推

定
し
た
。
３
Ｄ
映
像
取
得
に
は
、

輿
水
研
究
室
と
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス
で
共
同
開
発
さ
れ
た
蛍
狩
り

カ
メ
ラ
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
の

カ
メ
ラ
の
技
術
・
性
能
と
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
ス
キ
ル
と
形
・
動

作
の
関
係
を
「
見
え
る
化
」
し

た
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

情
報
処
理
学
会
第
七
十
三
回

全
国
大
会
（
三
月
二
―
四
日
・

東
京
工
業
大
学
）
で
、
情
報
理

工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

四
年
生
三
人
の
論
文
「
配
信
王

国
―
仮
想
空
間
に
お
け
る
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
動
画
配
信
―
」
が

学
生 

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。 

　

三
人
は
上
村
大
輔
さ
ん
（
講

演
者
）、久
野
琢
也
さ
ん
、鈴
木

翔
太
さ
ん
。
受
賞
論
文
は
濱
川

礼
准
教
授
と
共
著
で
仕
上
げ
た
。 　

学
生
奨
励
賞
は
、
大
会
の
ロ

ー
カ
ル
ア
ワ
ー
ド
と
し
て
設
け

ら
れ
、
学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発

表
さ
れ
た
論
文
の
中
か
ら
座
長

裁
量
で
選
考
さ
れ
る
。
座
長
は

選
考
理
由
と
し
て「
高
い
完
成

度
」「
動
画
配
信
の
新
し
い
可
能

性
を
示
し
て
い
る
」を
挙
げ
た
。 

　

同
全
国
大
会
で
濱
川
准
教
授

の
ゼ
ミ
生
の
受
賞
は
三
年
連
続
。

「
第
二
の
建
学
」に
向
け
て

教
育
・
研
究
環
境
を
充
実

北
川
薫
学
長
、
二
期
目
の
決
意
と
抱
負

安
村
仁
志
副
学
長
が
再
任

新学部長、研究科長決まる

「
学
生
・
教
員
・
職
員
の
調
和
を
」

北
川
学
長
、
中
冨

健
康
科
学
振
興
賞

任期は
2年間

藤
原
孝
幸
助
教

優
秀
論
文
発
表
賞

学
会
学
生
奨
励
賞
受
賞

濱
川
ゼ
ミ
生
３
年
連
続

決意を語る北川学長
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お
互
い
の
違
い
を
柔
軟
に
認

め
、
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
道
を
切
り
開
い
て
い
く

こ
と
の
で
き
る
英
語
力
・
人
間

力
を
培
っ
て
も
ら
い
た
い
。
先

輩
の
足
跡
に
な
ら
い
、
一
人
ひ

と
り
が
こ
の
力
を
身
に
つ
け
、

国
際
英
語
の
発
信
者
と
な
っ
て
、

世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
た
い
。

　

岡
潔
は
利
他
の
精
神
を
半
世

紀
前
に
説
い
た
。
そ
れ
は
池
田

潔
が
紹
介
し
た
ノ
ブ
レ
ス
オ
ブ

リ
ー
ジ
ュ
の
精
神
に
も
通
ず
る
。

　

大
競
争
時
代
と
い
う
現
代
を

律
し
人
間
化
し
う
る
も
の
は
、

こ
の
精
神
を
お
い
て
他
に
な
い
。

　

隣
人
を
そ
の
遵
奉
に
誘
い
、

彼
ら
と
の
新
た
な
関
係
を
自
ら

の
居
場
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

君
達
は
、
あ
る
分
野
の
プ
ロ

を
目
指
し
、
日
々
学
ん
で
い
る
。

　

信
頼
さ
れ
る
プ
ロ
に
な
る
た

め
に
、
対
象
分
野
の
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
、
問
題
を
速
や
か
に

解
け
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

同
時
に
、
顧
客
の
心
を
つ
か

む
プ
ロ
も
目
指
し
て
ほ
し
い
。

最
良
の
方
法
は
、
顧
客
に
感
動

を
与
え
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

大
学
の
卒
業
記
念
誌
に
載
せ

た
詩
の
左
の
節
を
口
ず
さ
ん
で

き
た
。
い
つ
も
心
の
支
え
に
な

っ
た
。
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

天
と
と
も
に
奮
闘
す
れ
ば

　

そ
の
楽
し
さ
は
限
り
な
し

　

地
と
と
も
に
奮
闘
す
れ
ば

　

そ
の
嬉
し
さ
は
限
り
な
し

　

人
と
と
も
に
奮
闘
す
れ
ば

　

そ
の
温
か
さ
は
限
り
な
し

　

激
動
す
る
世
界
で
は
、
人
々

は
羊
の
よ
う
に
、
牧
羊
犬
に
吠

え
ら
れ
る
と
、
何
も
考
え
ず
に

一
斉
に
走
り
出
す
。
反
応
型
人

間
が
増
大
し
て
い
る
。
大
学
で

学
ぶ
こ
と
は
、
反
応
す
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
考
え
、
人
々
を

導
く
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
で
あ

る
。
考
え
る
「
羊
飼
い
」
に
な

る
能
力
を
磨
い
て
欲
し
い
。

　

就
職
は
超
氷
河
期
と
い
わ
れ

る
。
「
君
の
ア
ピ
ー
リ
ン
グ
・

ポ
イ
ン
ト
は
？
」
の
問
い
に
自

信
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
る
大
学

生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
。

　

語
学
研
修
、
交
換
留
学
な
ど

で
海
外
の
大
学
で
学
ぶ
体
験
を

勧
め
た
い
。
異
な
る
環
境
で
の

生
活
は
〝
新
た
な
視
点
〞
を
与

え
て
く
れ
る
か
ら
。

　

や
り
た
か
っ
た
が
、
そ
の
機

会
を
今
ま
で
持
て
な
か
っ
た
こ

と
に
全
力
を
傾
け
て
欲
し
い
。

自
由
に
時
間
を
か
け
て
、
思

索
・
書
物
や
人
と
の
対
話
・
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
等
に
取
り
組
め

る
時
は
、
今
し
か
な
い
は
ず
だ
。

将
来
そ
の
蓄
積
は
、
必
ず
大
き

な
自
信
と
励
み
を
諸
君
に
与
え

て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

中
京
大
学
は
学
生
数
や
施
設

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
質
に
お
い

て
も
ま
す
ま
す
成
長
し
て
い
る
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
勉
学

や
ス
ポ
ー
ツ
に
十
二
分
に
活
用

し
た
い
。

　

そ
し
て
、
在
学
中
に
一
つ
自

信
を
持
て
る
も
の
を
つ
か
み
、

中
京
大
生
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
生
活
し
て
ほ
し
い
。

　

建
学
の
精
神
・
真
剣
味
を
い

つ
も
心
に
「
学
び
」
と
「
遊

び
」
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

大
き
な
夢
を
抱
く
こ
と
は
当
然

の
こ
と
、
小
さ
な
積
み
上
げ
も

大
事
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
り

は
「
自
他
の
共
栄
」
を
源
と
し

て
対
人
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
。

こ
の
自
分
力
は
、
社
会
生
活
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　
「
剣
は
心
な
り
。
心
正
し
か

ら
ざ
れ
ば
剣
ま
た
正
し
か
ら

ず
」
と
は
幕
末
の
あ
る
剣
客
の

言
葉
で
あ
る
。
広
い
知
識
と
高

い
技
能
を
修
得
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
そ

れ
ら
は
正
澄
に
し
て
太
平
の
心

と
結
び
つ
い
て
始
め
て
真
に
、

人
間
的
な
も
の
と
な
る
。
そ
の

心
を
養
う
の
が
教
養
で
あ
る
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
「
失
わ
れ

た
二
十
年
」
が
経
過
し
、
世
界

は
市
場
原
理
主
義
の
下
に
晒
さ

れ
、
必
ず
し
も
明
る
い
展
望
を

見
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時

代
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
地
道

な
努
力
と
智
恵
を
必
要
と
す
る
。

失
敗
を
恐
れ
ず
、
人
格
を
磨
き
、

徳
の
あ
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し

い
。

　

夢
を
実
現
す
る
努
力
を
し
よ

う
そ
れ
に
は
目
標
（
長
期
目
標

　

短
期
目
標
）
を
決
め　

し
っ

か
り
と
し
た
計
画
を
作
る
こ
と

　

そ
し
て
実
行
す
る
こ
と　

そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
結
果
が
表

れ
る　

そ
れ
に
対
し
充
分
な
反

省　

そ
し
て
次
の
段
階
に
進
む

　

そ
れ
の
繰
り
返
し
で　

夢
は

か
な
ら
ず
実
現
で
き
る

　

三
月
末
で
学
部
の
専
任
教
員
十
六
人
が
定
年
や
選
択

定
年
で
退
職
さ
れ
る
。
長
い
間
、
学
生
た
ち
を
導
き
、

苦
楽
を
共
に
し
て
き
た
教
員
ば
か
り
だ
。
教
育
の
第
一

線
を
退
く
に
あ
た
り
、
学
生
た
ち
に
贈
る
言
葉
を
書
い

て
い
た
だ
い
た
。

（
敬
称
略
。
肩
書
き
は
退
職
時
）

・

・
　

中
京
大
学
評
論
誌
委
員
会
は
、

評
論
誌
「
八
事
」
第
二
十
七
号

を
三
月
末
に
発
行
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は

「
選
択
」
。
ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
山
下
洋
輔

さ
ん
、
映
画
監
督
の
原
將
人
さ

ん
を
は
じ
め
、
小
説
、
政
治
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
分
野
の

筆
者
が
、そ
れ
ぞ
れ
の「
選
択
」

を
綴
っ
て
い
る
。
対
談
で
は
、

和
洋
女
子
大
学
教
授
で
作
家
の

三
浦
俊
彦
さ
ん
と
、
編
集
長
の

長
滝
祥
司
・
本
学
国
際
教
養
学

部
教
授
が
、
進
化
生
物
学
、
論

理
学
か
ら
小
説
執
筆
や
文
壇
の

裏
事
情
ま
で
を
語
っ
て
い
る
。

「
八
事
」
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
は
、
同
委
員
会
（
☎
０
５

２
―
８
３
５
―
７
４
４
２
）
。

国
際
英
語
の

発
信
者
と
な
れ

退
職
教
員
か
ら

    
学
生
に
贈
る
言
葉

境　
　

賛
三

国
際
英
語
学
部
教
授

古
き
を
学
び

　

次
の
一
歩
を

井
関　
　

隆

国
際
教
養
学
部
准
教
授

感
動
与
え
続
け
る

プ
ロ
を
目
指
せ

棚
橋　

純
一

情
報
理
工
学
部
教
授

自
ら
の
転
機
を

語
る
詩
座
右
に

大
橋　

博
明

国
際
教
養
学
部
教
授

羊
飼
い
に
な
れ
!!

評
論
誌「
八
事
」27
号
発
行

テ
ー
マ
は「
選
択
」

日
比
野 

省
三

現
代
社
会
学
部
教
授

海
外
の
大
学
で
学
び

新
た
な
視
点
を

舟
橋　

康
行

生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
教
授

や
り
逃
し
た
こ
と
に

全
力
を
傾
け
て

芦
田　

起
久
雄

国
際
教
養
学
部
准
教
授

自
信
持
て
る
も
の
を

つ
か
ん
で
ほ
し
い

丹
羽　

敏
行

現
代
社
会
学
部
教
授

自
他
の
共
栄
を

長
谷
川　

優体
育
学
部
教
授

心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば

剣
ま
た
正
し
か
ら
ず

神
野　

清
一

国
際
教
養
学
部
教
授

教
養
を
身
に
付
け

徳
の
あ
る
人
間
に

中
垣　
　

昇経
営
学
部
教
授

目
標 

計
画 

実
行

反
省
で
夢
実
現

中
山　

彰
規体

育
学
部
教
授
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こ
の
頃
新
聞
を
読
ん
で
良
い

話
題
は
少
な
く
、
悲
し
い
事
の

方
が
多
い
様
に
思
え
る
。
そ
ん

な
時
私
は
、
出
来
る
だ
け
笑
顔

を
忘
れ
な
い
様
に
心
が
け
て
い

る
。
笑
顔
を
見
て
、
い
や
な
気

持
ち
に
な
る
人
は
少
な
い
と
思

う
。
ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
を
忘

れ
ず
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
学

生
生
活
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
。

　

私
の
学
生
時
代
の
友
人
ら
は
、

定
年
を
越
え
て
か
ら
交
流
を

益
々
盛
ん
に
し
て
い
る
。
学
生

時
代
に
理
想
を
語
り
合
い
、
よ

く
遊
び
よ
く
学
ん
だ
ラ
イ
バ
ル

た
ち
で
、
会
う
と
自
作
自
演
の

人
生
を
自
慢
す
る
こ
と
が
常
で

あ
る
。
こ
う
し
た
生
き
方
は
、

学
生
時
代
に
切
磋
琢
磨
し
た
証

し
、
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
選
手

の
競
技
力
は
高
ま
る
。
こ
れ
は

人
が
刺
激
に
適
応
し
て
い
く
能

力
を
応
用
し
た
も
の
だ
。
こ
の

刺
激
の
適
応
に
よ
り
人
は
変
わ

る
。
し
か
し
問
題
は
ど
の
よ
う

な
人
間
に
な
り
た
い
か
が
重
要

で
、
そ
の
目
標
さ
え
出
き
れ
ば

心
と
体
に
刺
激
を
与
え
、
目
標

を
達
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

人
の
一
生
は
長
い
よ
う
で
い

て
実
に
短
い
。
貴
重
な
一
生
を
、

特
に
学
生
時
代
を
無
為
に
過
ご

さ
な
い
た
め
に
は
、
目
標
を
立

て
て
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
目
標
の
な
い
努
力
は
徒

労
に
終
わ
り
、
努
力
の
な
い
目

標
は
心
に
空
虚
を
も
た
ら
す
。

尚
、
目
標
の
大
き
さ
は
控
え
め

に
、
努
力
は
強
め
が
よ
い
。

　

本
学
は
十
月
三
十
一
日
に
二

人
、
三
月
十
九
日
の
卒
業
式

（
学
位
記
･
卒
業
証
書
授
与
式
）

に
七
人
の
計
九
人
に
博
士
学
位

（
課
程
博
士
六
人
、
論
文
博
士

三
人
）
を
授
与
し
た
。

　

経
歴
欄
は
順
に
現
職
（
課
程

博
士
授
与
者
の
う
ち
、
本
学
大

学
院
研
究
科
二
〇
一
〇
年
度
在

籍
は
省
略
）
、
最
終
学
歴
、
学

位
論
文
タ
イ
ト
ル
。

◇

課
程
博
士

博
士（
文
学
）

髙
塚　

雅
さ
ん

本
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
▽
太
宰
治
論

中
沢　

ま
ゆ
子
さ
ん

本
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
▽Externality in the 

W
ork of Virginia W

oolf

博
士（
心
理
学
）

犬
飼　

朋
恵
さ
ん

本
学
心
理
学
部
助
教
▽
本
学
心

理
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
▽

複
数
の
刺
激
次
元
が
関
わ
る
非

空
間
的
な
注
意
捕
捉
と
意
図
的

制
御
に
関
す
る
研
究

博
士（
経
営
学
）

寺
島　

雅
隆
さ
ん

本
学
経
営
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
▽
起
業
家
育
成
と
起
業
家

教
育

博
士（
商
学
）

堀　

喜
丈
さ
ん

本
学
商
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
▽
中
国
農
村
金
融
に
関
す
る

一
考
察博

士（
認
知
科
学
）

近
藤　

秀
樹
さ
ん

九
州
工
業
大
学
研
究
員
▽
本
学

情
報
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
▽
Ｐ
Ｃ
上
で
の
網
羅
的
な
活

動
履
歴
の
利
用
の
認
知
過
程
の

研
究

論
文
博
士

博
士（
心
理
学
）

真
栄
城　

輝
明
さ
ん

奈
良
女
子
大
学
教
授
▽
本
学
文

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
▽
心

理
療
法
と
し
て
の
「
内
観
」
の

研
究

高
瀬　

由
嗣
さ
ん

明
治
大
学
准
教
授
▽
本
学
文
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
修
得
満

期
退
学
▽
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
運

動
反
応
の
内
容
分
析
に
基
づ
い

た
精
神
病
理
査
定
の
試
み

野
渡　

正
博
さ
ん

玉
川
大
学
教
授
▽
玉
川
大
学
工

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
▽
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
関
す
る

総
合
的
研
究

　

総
合
政
策
学
部
坂
田
ゼ
ミ

（
担
当
・
坂
田
隆
文
准
教
授
）の

二
チ
ー
ム
が
三
月
五
日
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
モ
バ
イ
ル
社
会
研
究

所
主
催
「
ケ
ー
タ
イ
社
会
研
究

レ
ポ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
本

選
プ
レ
ゼ
ン
大
会
に
出
場
し
、

両
チ
ー
ム
と
も
大
学
部
門
で
入

賞
し
た
。
発
表
テ
ー
マ
は
「
四

十
代
の
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
力
向
上

〜
得
ノ
リ
！
の
提
案
」
と
「
孫

の
手
の
よ
う
な
便
利
さ
を
」
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
携
帯
電
話

の
「
世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
マ

ナ
ー
を
ど
う
埋
め
る
か
」
な
ど

の
テ
ー
マ
で
レ
ポ
ー
ト
を
募
集
。

大
学
部
門
は
応
募
の
中
か
ら
審

査
を
通
過
し
た
三
チ
ー
ム
が
本

選
に
出
場
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
立
川
一
磨
さ
ん

（
２
年
）は「
激
し
い
競
争
市
場

の
中
で
、
新
た
な
も
の
を
生
み

出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
学
ん

だ
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

　

本
学
の
二
〇
一
一
年
度
入
学

試
験
の
総
志
願
者
は
、
十
月
の

Ａ
Ｏ
入
試
か
ら
三
月
十
七
日
に

合
格
発
表
を
行
っ
た
後
期
入
試

ま
で
の
合
計
で
、
二
七
、
二
九

三
人
で
、
前
年
を
四
、
〇
二
六

人
（
一
七
％
）
上
回
っ
た
。

　

試
験
区
分
別
の
志
願
者
は
、

Ａ
Ｏ
入
試
一
七
三
人
、
推
薦
入

試
二
、
八
〇
四
人
、
一
般
入
試

一
三
、
八
一
二
人
、
セ
ン
タ
ー

試
験
利
用
入
試
一
〇
、
二
四
四

人
、
学
園
内
推
薦
二
〇
二
人
、

特
別
入
試
五
八
人
。
募
集
定
員

に
対
す
る
倍
率
は
九
・
八
倍

（
全
試
験
平
均
）
だ
っ
た
。

　

試
験
会
場
は
本
学
（
名
古
屋
、

豊
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
ほ
か
、

全
国
十
五
都
道
府
県
十
七
都
市

（
札
幌
・
東
京
・
富
山
・
金
沢
・
福

井
・
松
本
・
静
岡
・
浜
松
・
豊
橋
・

岐
阜
・
四
日
市
・
大
阪
・
岡
山
・
広

島
・
松
山
・
福
岡
・
那
覇
）
で
実

施
し
、
六
、
五
七
六
人
が
地
方

会
場
で
受
験
し

た
。

　

学
部
別
の
志
願
者
（
上
表
）

は
、
十
一
学
部
全
て
で
前
年
を

上
回
っ
た
。

　

体
育
学
部
を
改
組
、
改
革
し

て
一
一
年
四
月
に
開
設
す
る
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
は
五
、
七
二
四

人
（
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
二
、

六
七
三
人
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
科

学
科
一
、
〇
九
三
人
、
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
科
一
、
九
五
八

人
）
、
前
年
比
一
、
九
二
九
人

（
五
一
％
）
増
の
志
願
者
が
集

ま
り
、
新
学
部
へ
の
期
待
の
大

き
さ
が
伺
わ
れ
た
。

◆

　

二
〇
一
一
年
度
一
般
入
試
、

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
か
ら
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
受

験
料
割
引
」（
N
e
t
割
）を
実

施
し
た
。

「
N
e
t
割
」
は
、
願
書
受
付

業
務
の
簡
略
化
と
効
率
化
を
推

進
す
る
こ
と
、
受
験
生
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
で
受
験
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
西
日
本
で
は
初
め
て
導

入
し
た
。
人
件
費
と
願
書
作
成

費
も
削
減
で
き
、
受
験
生
に
還

元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

学　部 学　科 前年比（人数）募集定員 志願者

文

国際英語

日  本  文
言語表現
国際英語
英米文化

心　理
現代社会
法

総合政策

心　　理
現代社会
法　　律
総合政策

経　済
経　営

情報理工

経　　済
経　　営
情報システム工
情報メディア工

1,513

1,835

1,894
国際教養 国際教養 1,098

2,146
2,588
2,103
2,620
2,647

3,125

173
2,804
13,812
10,244
202
58

スポーツ科

機械情報工
スポーツ教育
競技スポーツ科
スポーツ健康科

75
75
80
80

165
265
320
210
320
320
105
105

100

105
130
255
80

2,790合　　計

5,724

832
681
1,116
719

1,244
953
928
2,673
1,093
1,958

27,293

試験区分

ＡＯ入試

推薦入試

一般入試

センター試験利用入試

学園内推薦入試

特別入試

志願者

＋187

＋87

＋382
＋207

＋111
＋60
＋274
＋302
＋132

＋355

＋1,929

＋4,026

学部学科別志願者数 （人）

試験区分別志願者数（人）

笑
顔
を
忘
れ
ず
に

中
山　

光
子体

育
学
部
教
授

ラ
イ
バ
ル
こ
そ
有
益

勝
亦　

紘
一体

育
学
部
教
授

人
は
変
え
ら
れ
る

か
ら
面
白
い

室
伏　

重
信体

育
学
部
教
授

目
標
は
控
え
め

努
力
は
強
め
に

山
本　

髙
司体

育
学
部
教
授

９
人
に
博
士
学
位
授
与

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は
50
％
増

坂
田
ゼ
ミ
生 

携
帯

社
会
研
究
で
入
賞

２０１１
年　度
入　試

志
願
者
２
万
７
２
９
３
人

   

前
年
を
４
０
２
６
人
上
回
る
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学
外
の
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に

し
て
本
学
が
独
自
に
開
催
す
る

の
は
四
年
目
と
な
る
。
出
展
し

た
企
業
は
、
東
海
旅
客
鉄
道
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
、
新
日
本
製
鐵
、
豊

田
通
商
グ
ル
ー
プ
、
名
古
屋
三

越
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
な

ど
、
各
業
種
を
代
表
す
る
大
手

企
業
や
有
望
な
中
堅
企
業
が
網

羅
さ
れ
た
。
初
日
は
百
二
十
四

社
、
二
日
目
は
百
二
十
五
社
が

ブ
ー
ス
を
設
け
、
昨
年
（
二
日

間
で
二
百
五
十
九
社
）
と
ほ
ぼ

同
規
模
と
な
っ
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
三
年
生
は
、

初
日
が
千
二
百
三
十
七
人
、
二

日
目
も
千
二
十
三
人
に
上
っ
た
。

今
春
の
卒
業
生
が
景
気
低
迷
の

影
響
で
厳
し
い
就
職
環
境
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ー
ツ
姿
で

参
加
し
た
学
生
の
眼
差
し
は
真

剣
そ
の
も
の
。
各
ブ
ー
ス
を

次
々
と
回
り
、
企
業
の
担
当
者

の
説
明
を
聞
き
、
積
極
的
に
質

問
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
企
業

の
担
当
者
か
ら
は
「
学
生
の
参

加
人
数
が
と
て
も
多
く
、
熱
意

あ
る
質
疑
も
見
ら
れ
、
大
変
貴

重
な
出
会
い
に
な
っ
た
」
「
就

職
活
動
に
熱
心
な
学
生
さ
ん
が

多
く
、
意
識
の
高
さ
を
感
じ

た
」
な
ど
、
好
意
的
な
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

学
内
を
会
場
に
し
た
三
年
生

向
け
企
業
セ
ミ
ナ
ー
は
、
名
古

屋
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
二
月

末
か
ら
三
月
初
め
の
六
日
間
に

計
約
六
十
社
が
参
加
す
る
な
ど
、

順
次
開
催
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
度
各
種
国
家
資

格
試
験
の
最
終
的
な
合
格
者
数

（
現
役
学
生
）
が
ま
と
ま
っ
た
。

本
学
の
合
格
者
は
、
い
ず
れ
も

資
格
セ
ン
タ
ー
が
学
内
で
開
講

し
て
い
る
対
策
講
座
の
受
講
生

で
、
一
〇
年
度
は
六
百
二
十
七

人
と
、
〇
九
年
度
よ
り
八
人
増

だ
っ
た
。
対
策
講
座
を
開
講
し

た
九
九
年
か
ら
一
度
も
前
年
を

下
回
る
こ
と
な
く
、
合
格
者
の

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

資
格
別
で
は
、
宅
地
建
物
取

　

二
〇
一
二
年
三
月
に
卒
業
予
定
の
三
年
生
を
対
象
に
し
た
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
中
京
大
学
企
業
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
２
」

が
二
月
三
、
四
日
の
二
日
間
、
名
古
屋
市
熱
田
区
の
名
古
屋
国
際

会
議
場
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

引
主
任
者
、
社
会
保
険
労
務
士

の
試
験
は
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
一

位
の
合
格
者
数
を
出
し
た
。
過

去
五
年
連
続
で
二
百
人
超
だ
っ

た
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
は
、

初
め
て
三
百
人
の
大
台
を
突
破

し
、
三
百
八
十
三
人
が
合
格
し

た
。
社
会
保
険
労
務
士
は
全
国

の
学
生
合
格
者
七
十
六
人
の
う

ち
二
十
二
人
（
二
八
・
九
％
）

を
本
学
生
が
占
め
た
。

　

一
方
、
一
〇
年
度
主
要
公
務

員
採
用
試
験
の
現
役
学
生
の
合

格
者
も
、
十
月
一
日
現
在
の
集

計
よ
り
四
人
増
え
、
計
百
三
十

人
に
上
っ
た
。

　

合
格
者
の
内
訳
は
国
家
Ⅰ
種

〈
法
文
系
〉三
人（
前
年
三
人
）、

国
家
Ⅱ
種
三
十
二
人（
同
三
十

八
人
）、地
方
上
級
職
四
十
二
人

（
同
二
十
九
人
）、国
税
専
門
官

四
十
人（
同
四
十
人
）、裁
判
所

事
務
官
十
三
人（
同
三
人
）
。

　

地
方
公
務
員
な
ど
の
合
格
者

も
年
々
増
え
て
お
り
、
今
年
度

は
市
役
所
な
ど
の
地
方
公
務
員

三
十
四
人（
前
年
三
十
九
人
）、

警
察
官
九
十
六
人
（
同
八
十
三

人
）、消
防
官
三
十
一
人（
同
三

十
二
人
）
が
合
格
。
公
務
員
職

全
体
で
は
現
役
学
生
三
百
十
人

（
同
二
百
七
十
二
人
）を
数
え
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　

一
〇
年
度
教
員
採
用
試
験
で
、

既
卒
者
の
合
格
状
況
を
教
務
課

が
一
月
末
現
在
で
集
計
（
判
明

　

本
学
は
、
秘
書
技
能
検
定
対
策
講
座
の

受
講
生
が
一
〇
年
度
試
験
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学

大
臣
賞
を
獲
得
し
た
。

　

文
部
科
学
大
臣
賞
は
、
団
体
受
験
を
実

施
し
た
大
学
・
高
校
・
企
業
で
、
そ
れ
ぞ

れ
一
団
体
が
選
ば
れ
る
最
高
位
の
賞
。
一

〇
年
度
は
千
九
百
二
十
一
団
体
が
受
験
し
、

う
ち
本
学
を
含
む
三
団
体
が
受
賞
し
た
。

分
）し
た
と
こ
ろ
、

合
格
者
数
は
百
四

十
八
人
と
、
〇
九

年
度
（
百
五
十
二

人
）
並
み
だ
っ
た
。

　

内
訳
は
、
小
学
校
二
十
四
人

（
〇
九
年
度
二
十
九
人
）、
中
学

校
六
十
四
人（
五
十
四
人
）、
高

校
三
十
四
人（
三
十
九
人
）な
ど
。

教
科
別
で
は
、
保
健
体
育
が
中

学
高
校
で
七
十
三
人（
六
十
五

人
）と
多
か
っ
た
。

　

現
役
学
生
の
合
格
者
数
は
、

四
十
四
人
（
複
数
合
格
を
除
く

実
人
数
は
三
十
九
人
）
に
上
り
、

〇
九
年
度
の
二
十
五
人
（
実
人

数
二
十
四
人
）
を
大
幅
に
上
回

る
こ
と
が
す
で
に
わ
か
っ
て
い

る
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
二

〇
一
一
年
三
月
卒
業
見
込
み
の

学
生
を
対
象
に
、
「
就
業
前
社

会
人
基
礎
力
向
上
講
座
」
を
実

施
し
た
。
一
月
十
九
―
二
十
二

日
の
四
日
間
で
約
百
五
十
人
が

受
講
し
た
。

　

社
会
人
基
礎
力
の
向
上
を
通

し
て
就
業
力
を
育
成
す
る
こ
の

取
り
組
み
は
、
早
期
離
職
を
抑

制
す
る
こ
と
、
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
、
今
年
初
め
て
行
わ

れ
た
。
同
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
企
業
等
の
新
入
社
員
研
修

で
実
績
を
持
つ
企
業
と
共
同
で

開
発
。
①
い
よ
い
よ
仕
事
が
始

ま
る
、
②
仕
事
を
覚
え
た
て
の

頃
、
③
仕
事
の
山
場
、
④
結

果
・
成
果
が
出
る
頃
、
の
四
つ

の
ス
テ
ッ
プ
を
演
習
形
式
で
進

め
た
。
受
講
し
た
大
竹
徹
さ
ん

（
総
合
政
策
４
）
は
「
入
社
後

に
直
面
す
る
問
題
に
対
し
、
ど

う
対
処
す
べ
き
か
を
様
々
な
ケ

ー
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

四
月
か
ら
は
実
践
で
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　

同
講
座
は
、
一
〇
年

度
文
部
科
学
省
の
「
大

学
生
の
就
業
力
育
成
支

援
事
業
」
に
採
択
さ
れ

た
「
無
業
卒
業
と
早
期

離
職
を
低
減
す
る
支
援

体
制
構
築
」
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
。

（人）資格対策講座　国家試験等合格者

行政書士
宅地建物取引主任者
社会保険労務士
国内旅行管理者
総合旅行管理者
通関士
ITパスポート
2級FP技能士

合計
（国家Ⅰ種・Ⅱ種/地方上級/
 国税専門官/裁判所事務官） 37

基本情報技術者
公認会計士2次

注①：合格者数は本学資格対策講座を受講した現役学生を対象に集計。
注②：10年度の合格者数は3月１日現在の判明分。

０６年度

公務員 130

21
383
22
43
40
82
21

4

24
267
13
52
41
4
17
47
6

10年度

39
232
23
89
55
3
45

0 0

43
23

０７年度

84
552471

15.2%
8.6%
32.8%
23.7%
9.8%
51.9%
37.0%

6.6%

23.4%
10
627

113

77
239
20
84
30

50

16

０9年度

101 84

619

０8年度

31
214
9
95
48
9
33
93
19

92
552
1

全国平均
合格率

課
題
を
討
議
す
る
学
生

大ホールの企業ブースを回る学生

３
年
生
向
け 

企
業
セ
ミ
ナ
ー

現
役
合
格
６
２
７
人
に

教
員
採
用
合
格
者

　

既
卒
は
１
４
８
人

公
務
員
職
は
過
去
最
高

受
講
生
の
好
成
績
で

早
期
離
職
の
抑
制
目
指
す

初
の
就
業
力
育
成
セ
ミ
ナ
ー

各業種代表する249社

秘書技能講座に
文部科学大臣賞

2010年度
国家試験

延　
　

べ

２
２
６
０
人
参
加
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情
報
科
学
研
究
科
の
久
原
政

彦
さ
ん
（
博
士
３
）
、
山
本
恭

太
さ
ん
（
修
士
１
）
ら
の
研
究

チ
ー
ム
が
、
電
子
情
報
通
信
学

会
の
Ｈ
Ｃ
Ｇ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

０
１
０（
十
二
月
十
五
―
十
七

日
、
宮
崎
）
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞
を
受
賞

し
た
。

　

研
究
題
目
は「
聴
覚
提
示
を

用
い
た
靴
型
デ
バ
イ
ス
に
よ
る

歩
行
リ
ハ
ビ
リ
活
動
支
援
シ
ス

テ
ム
の
提
案
と
試
作
」
。
医
療

従
事
者
や
患
者
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
医

療
現
場
で
活
用
す
る

た
め
の
様
々
な
工
夫

を
施
し
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

　

久
原
さ
ん
は
「
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
活
用
技
術
と
モ
ノ
づ
く

り
の
経
験
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

人
の
役
に
立
つ
研
究
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

同
賞
の
受
賞
は
、
久
原
さ
ん
、　

情
報
理
工
学
部
機
械
情
報
工

学
科
・
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部

身
体
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
長
谷

川
純
一
教
授
・
瀧
剛
志
准
教
授

の
研
究
室
チ
ー
ム
が
、
日
本
医

用
画
像
工
学
会
の
第
二
回
Ｃ
Ａ

Ｄ
コ
ン
テ
ス
ト
で
三
位
の
成
績

を
収
め
、
一
〇
年
十
二
月
十
五

　

情
報
科
学
研
究
科
メ
デ
ィ
ア

科
学
専
攻
修
士
課
程
一
年
の
田

中
成
彦
さ
ん
は
一
月
二
十
日
、

㈳
電
気
学
会
の
一
一
年
度
優
秀

論
文
発
表
賞
を
獲
得
し
た
。

　

論
文
は
「
共
起
ヒ
ス
ト
グ
ラ

ム
に
よ
る
画
像
の
周
波
数
構
造

推
定
と
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ブ
ロ
ッ
ク
ノ

イ
ズ
分
析
へ
の
応
用
」。輿
水
大

和
教
授
の
指
導
を
受
け
、
三
十

五
歳
未
満
の
若
手
研
究
者
を
対

象
と
し
た
部
門
で
受
賞
し
た
。

日
、
表
彰
さ
れ
た
。 

　

画
像
診
断
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
性
能
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

全
国
十
四
大
学
の
十
五
チ
ー
ム

が
「
Ｃ
Ｔ
像
か
ら
の
転
移
性
肝

臓
が
ん
の
自
動
検
出
」
を
課
題

に
参
加
し
た
。
長
谷
川
研
究
室

は
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部
四
年

の
山
川
隼
輝
さ
ん
を
実
施
担
当

者
に
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
協

力
し
て
出
場
。
名
古
屋
大
、
京

都
大
に
次
ぐ
評
価
を
得
た
。 

◆

「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
学

生
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
部
門
で
、

情
報
科
学
研
究
科
メ
デ
ィ
ア
科

学
専
攻
修
士
二
年
の
佐
伯
拓
郎

さ
ん
が
特
別
賞
を
、
情
報
理
工

学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
四

年
の
保
田
涼
佑
さ
ん
が
佳
作
を

獲
得
し
た
。

　

佐
伯
さ
ん
は
「
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
向
け
音
痴
改
善
支
援
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
保
田
さ

ん
は「
地
域
活
性
化
の
た
め
の

次
世
代
型
オ
ン
ラ
イ
ン
商
店

街
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
案
し
た
。

　

同
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
財
団
法

人
名
古
屋
産
業
振
興
公
社
新
事

業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、

一
月
二
十
四
日
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

　

山
川
さ
ん
は
生
命
シ
ス
テ
ム

工
学
部
の
優
秀
卒
業
研
究
発
表

会
で
も
コ
ン
テ
ス
ト
の
成
果
を

報
告
し
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

山
本
さ
ん
が
、
情
報
理
工
学
部

の
伊
藤
誠
教
授
、
遠
藤
守
准
教

授
と
共
同
研
究
し
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
仮
想
環
境
基
礎
研
究

会
に
発
表
し
た
共
著
論
文
が
高

く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

授
業
料

教
育
充
実
費

実
験
実
習
費

入学金
１年生 2年生 3年生 4年生年次項目

合
計

オリエンテー
ション実習費

海外研修費

現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
国際英語学部（英米文化）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
情報理工学部
体育学部
スポーツ科学部
現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
国際英語学部（英米文化）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
情報理工学部（情報システム工・情報知能）
情報理工学部（情報メディア工）
情報理工学部（機械情報工）
体育学部
スポーツ科学部

心理学部
経営学部
情報理工学部（情報システム工・情報知能）
情報理工学部（情報メディア工）
情報理工学部（機械情報工）
体育学部
スポーツ科学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語）
国際英語学部（英米文化）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
情報理工学部（情報システム工・情報知能）
情報理工学部（情報メディア工）
情報理工学部（機械情報工）
体育学部
スポーツ科学部

200,000
745,000 755,000 755,000 760,000

780,000765,000
775,000

775,000
785,000

765,000 775,000

775,000
785,000 790,000
775,000 780,000

795,000 805,000 805,000
800,000
795,000
745,000

810,000 810,000
805,000

815,000
810,000

810,000
755,000
805,000

755,000 760,000
875,000 885,000 885,000 890,000

830,000
840,000 840,000 845,000

230,000 230,000
230,000 230,000

240,000 240,000

230,000 225,000
225,000

310,000 310,000 310,000 305,000
345,000 345,000 345,000
345,000 345,000 345,000

300,000

340,000

300,000 300,000 295,000

50,000 50,000 50,000 50,000
30,000
30,000
60,000

60,000

40,000
6,000

10,000 10,000 10,000

60,000
60,000

60,000

60,000 60,000
95,000 60,000 60,000

60,000 60,000
20,00020,000

280,000 370,000
1,175,000 985,000
1,201,000 1,005,000

1,205,000
1,535,000

1,015,000
1,435,000

20,000

985,000985,000

1,065,000
1,005,0001,005,000

1,015,0001,015,000
1,065,000

1,235,000 1,045,000 1,045,000
1,305,000 1,095,000 1,095,000

1,045,000
1,095,000

1,225,000
985,000
1,035,000

985,000
1,035,000

985,000
1,035,000

1,445,000
1,290,000 1,290,000

1,290,000
1,210,000

1,290,0001,515,000
1,290,000 1,290,0001,480,000

1,420,000
1,210,000 1,210,000

1,205,000
1,255,000 1,255,0001,255,000

340,000

230,000
280,000 280,000 280,000 275,000

240,000 235,000
240,000 240,000 240,000
275,000
230,000
230,000

275,000 275,000 270,000
235,000

230,000 225,000
230,000
230,000

230,000 225,000

（単位・円）2011年度  在学生の学費

特別施設設備費 ※

※２～４年生は「体育学部特別施設設備費」

受
賞
を
喜
ぶ
佐
伯
さ
ん
㊧
と

保
田
さ
ん

賞状を手にする久原さん㊧と山本さん

久
原
政
彦
さ
ん
、山
本
恭
太
さ
ん
ら

佐
伯
拓
郎
さ
ん
、保
田
涼
佑
さ
ん

山
川
隼
輝
さ
ん
ら
研
究
室
チ
ー
ム

田
中
成
彦
さ
ん

歩
行
リ
ハ
ビ
リ

支
援
シ
ス
テ
ム

調
子
外
れ
改
善
ア
プ
リ

と
オ
ン
ラ
イ
ン
商
店
街

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
部
門

Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ン
テ
ス
ト
で
３
位

優
秀
論
文
発
表
賞

専攻分野で
各賞を受賞

田中さん

山川さん
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本
書
は
、
バ
ズ
学
習
を
ベ

ー
ス
と
し
た
協
同
的
な
学
び

の
追
求
を
五
十
年
に
わ
た
っ

て
一
貫
し
て
重
ね
て
き
た
土

岐
市
立
泉
中
学
校
の
最
近
の

新
し
い
挑
戦
の
集
積
で
あ
る
。

こ
の
学
校
で
は
、
す
で
に
定

着
し
た
協
同
の
方
法
に
ふ
さ

わ
し
い
教
材
開
発
を
重
ね
、

生
徒
の
よ
り
主
体
的
な
学
び

を
促
す
こ
と
を
実
践
の
課
題

と
し
て
き
た
。

　

監
修
者
は
国
際
教
養
学
部

教
授
。
泉
中
学
校
の
実
践
づ

く
り
に
は
約
三
十
年
に
わ
た

っ
て
か
か
わ
っ
て
き
た
。

一
粒
書
房
刊
。
税
込
二
、
六

二
五
円
。

　

日
韓
の
間
に
く
す
ぶ
り
続

け
る
請
求
権
や
領
土
等
の
問

題
を
含
む
公
文
書
が
、
一
九

六
五
年
の
国
交
正
常
化
四
十

周
年
を
契
機
に
日
韓
両
政
府

か
ら
近
年
公
開
さ
れ
た
。
こ

れ
に
ア
メ
リ
カ
の
史
料
を
合

わ
せ
、
戦
後
史
が
よ
う
や
く

歴
史
と
し
て
語
ら
れ
る
時
代

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

学
術
振
興
会
に
よ
る
科
学
研

究
費
基
盤
研
究（
Ａ
）の
成
果

と
し
て
、
一
九
四
五
年
か
ら

五
三
年
ま
で
の
日
韓
会
談
関

連
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

編
著
者
は
国
際
教
養
学
部

教
授
（
浅
野
）
、
外
国
人
客

員
研
究
員
（
李
）
。
現
代
史

料
出
版
刊
。
全
九
巻
で
税
込

二
六
四
、
六
〇
〇
円
。

　

我
が
国
の
財
政
は
破
綻
状

態
で
あ
る
。
し
か
し
破
綻
が

表
面
化
し
て
い
な
い
た
め
今

後
も
大
幅
な
赤
字
を
続
け
、

将
来
、
国
は
借
金
地
獄
に
陥

り
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
の
た
め

に
国
民
生
活
は
急
落
を
続
け

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
を

回
避
す
る
た
め
に
は
、
国
の

借
金
を
削
減
す
る
財
政
改
革

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
大

不
況
を
招
く
こ
と
を
覚
悟
の

う
え
で
我
々
が
徹
底
し
た
支

出
の
削
減
と
大
増
税
を
受
け

容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

著
者
は
学
術
顧
問
、
名
誉

教
授
。
東
洋
経
済
新
報
社
刊
。

税
込
一
、
六
八
〇
円
。

　

本
学
は
学
生
の
交
換
留
学
制
度
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、一
月
十
一
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
大
学（
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
）と
「
交
換
留
学
に
関
す
る
個
別
協
定
」を
締
結

し
た
。
二
月
十
一
日
に
は
国
際
英
語
学
部
の
学
生

一
人
が
一
年
間
の
交
換
留
学
生
と
し
て
出
発
し
た
。

　

本
学
が
個
別
協
定

を
結
ん
だ
海
外
の
大

学
は
十
六
校
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

グ
リ
フ
ィ
ス
大
学

（
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
州
）
、
南
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
学
（
南

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
）
に
次
い

で
三
校
目
に
な
る
。

　

本
学
の
交
換
留
学
制
度
は
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
国
際
学
生
交
換
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
が
中
心
で
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
留
学
が
多
数
を
占
め
て

お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の

留
学
は
過
去
五
年
間
で
三
人
だ

っ
た
。
今
回
の
個
別
協
定
で
英

語
圏
の
留
学
先
の
選
択
肢
が
広

が
っ
た
。

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
大

学
と
の
交
流
は
、
国
際
英
語
学

部
国
際
英
語
学
科
が
海
外
研
修

先
と
し
て
学
生
を
派
遣
し
た
二

〇
〇
八
年
か
ら
始
ま
り
、
親
交

を
深
め
て
き
た
。

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
大

学
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
人
文
、
自
然

科
学
の
三
学
部
を
設
置
。
留
学

生
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
で
、

学
生
数
七
千
五
百
人
の
う
ち
私

費
留
学
生
が
八
百
五
十
人
在
籍

し
て
い
る
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

も
常
駐
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
の
「
社
会
人
基

礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

１
」
決
勝
大
会
が
三
月
九
日
、

東
京
・
大
手
町
の
日
経
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
中
部
地
区
代
表

の
本
学
総
合
政
策
学
部
宮
川
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（
ゼ
ミ
、
担

当
・
宮
川
正
裕
教
授
）
が
、
大

会
銀
メ
ダ
ル
に
あ
た
る
「
準
大

賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

同
グ
ラ
ン
プ
リ
決
勝
大
会
は
、

全
国
百
大
学
の
チ
ー
ム
に
よ
る

地
区
予
選
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
八
大
学
の
チ
ー
ム
が

競
っ
た
。
学
生
が
ゼ
ミ
・
研

究
・
授
業
な
ど
を
通
し
て
課
題

に
取
り
組
み
、
成
長
し
た
様
子

を
発
表
し
、
企
業
幹
部
ら
が
社

会
人
基
礎
力
育
成
の
成
果
を
審

査
し
た
。
社
会
人
基
礎
力
大
賞

は
多
摩
大
学
、
準
大
賞
に
は
本

学
と
和
歌
山
大
学
が
選
ば
れ
た
。 　

宮
川
ゼ
ミ
の
三
年
生
十
八
人

は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か
ら
十

二
月
ま
で
大
学
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
経
営
改
善
に
協
力
す
る
と

い
う
産
学
連
携
の
課
題
解
決
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　

決
勝
大
会
で
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
者
の
声
を
丁

寧
に
訴
え
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
た
価
格
・
新
商
品
の
提

案
や
広
報
等
の
改
善
活
動
を
行

っ
た
結
果
、
来
客
数
と
売
り
上

げ
お
よ
び
利
益
が
増
加
し
、
学

生
た
ち
の
社
会
人
基
礎
力
の
向

上
と
い
う
成
果
を
上
げ
た
経
緯

を
発
表
し
、

全
国
レ
ベ
ル

で
高
い
評
価

を
得
た
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
セ
メ
ス
タ

ー
留
学
の
二
〇
一
〇
年
度
秋
学

期
派
遣
学
生
の
帰
国
報
告
会
と
、

一
一
年
度
の
実
施
概
要
説
明
会

を
一
月
十
八
日
、
同
セ
ン
タ
ー

内
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
行
っ
た
。
一

〇
年
度
に
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
し

た
学
生
は
二
十
四
人
で
、
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ラ
ク
ロ
ス
校

（
ア
メ
リ
カ
）、ト
ロ
ン
ト
大
学

（
カ
ナ
ダ
）、ト
ン
プ
ソ
ン
リ
バ

ー
ズ
大
学（
カ
ナ
ダ
）の
三
校
で

語
学
と
多
様
な
文
化
を
学
ん
だ
。

報
告
会
で
は
、
三
人
の
帰
国
学

生
が
留
学
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
や
苦
労
し
た
点
な
ど
を
説
明

し
た
。
留
学
に
関
心
を
持
つ
後

輩
た
ち
二
十
人
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　

一
一
年
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
・

イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
大
学
と

エ
ク
セ
タ
ー
大
学
が
派
遣
先
に

加
わ
り
五
校
で
実
施
さ
れ
る
。

学
生
は
海
外
大
学
付
属
の
語
学

学
校
に
通
い
、
各
校
独
自
の
英

語
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け

る
。
期
間
は
一
〇
年
度
と
同
じ

八
月
下
旬
〜
十
二
月
下
旬
。
募

集
期
間
は
四
月
上
旬
か
ら
。
詳

細
は
国
際
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

国際センター国際センター国際センタ国際センタ国際センタ

準大賞受賞を喜ぶ宮川教授（左端）とゼミ生

企業幹部らに研
究成果を発表
する学生

後輩たちに留学の体験と意義を語る帰国学生

セメスター留学 帰国報告会

豪サンシャインコースト大と締結
社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ

宮
川
ゼ
ミ
３
年
生
18
人

個
別
協
定
16
校
に

交
換
留
学
制
度

決
勝
大
会
で「
準
大
賞
」

11
年
度
実
施
概
要
説
明
会
も

著
書
紹
介

Works Published
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感

で
き
る
授
業
の
創
造

協
同
教
育
実
践
資
料
13

杉
江　

修
治
監
修

日
韓
国
交
正
常
化

問
題
資
料　

基
礎
資
料
編・第
一 

期

浅
野　

豊
美
他
編
著

李　
　

東
俊　
　
　

財
政
改
革
の
衝
撃

―
待
つ
も
地
獄
、進
む
も

　

地
獄
の
日
本
経
済

水
谷　

研
治
著

中 京 大 学 広 報 2011年3月29日㈫ （10）第167号



　

体
育
会（
高
橋
繁
浩
会
長
）は

十
二
月
十
八
日
、
国
際
大
会
に

出
場
し
た
選
手
と
全
国
大
会
個

人
三
位
ま
た
は
団
体
ベ
ス
ト
４

以
上
の
成
績
を
収
め
た
個
人
三

十
九
人
と
七
団
体
を
、
体
育
会

の
発
展
に
貢
献
し
た
功
労
者
と

し
て
表
彰
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

の
は
次
の
皆
さ
ん
。 （
敬
称
略
）

個
人
の
部

▼
陸
上
競
技
部
＝
荒
木
崇
裕
、

小
野
祥
子
、久
保
博
規
、山
下

洸（
体
育
４
）、杉
本
隆
、田
口

博
崇
、徳
岡
沙
織
、舟
瀬
勇
太

（
体
育
３
）、市
川
華
菜
、加
藤

晴
香
、河
澄
真
子
、中
村
明
彦
、

和
戸
達
哉（
体
育
２
）、桐
山
智

衣
、三
輪
将
之
、籾
木
勝
吾
、山

本
聖
途
、山
元
隼（
体
育
１
）▼

水
泳
部
＝
瀬
田
寛
人
、長
谷
川

菜
月（
体
育
４
）、白
井
裕
樹
、

冨
田
尚
弥（
体
育
３
）、伊
藤
健

太
、則
武
寛
唯（
体
育
２
）、小

池
隆
志
、末
永
京
香（
体
育
１
） 

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
＝
藤
本
晃

生（
体
育
１
）▼
ス
ケ
ー
ト
部
＝

小
塚
崇
彦（
体
育
４
）、清
水
小

百
合（
経
営
４
）、浅
田
真
央
、

無
良
崇
人（
体
育
２
）、大
嶽
涼

香（
現
代
社
会
２
）、世
界
明
斗

（
体
育
１
）▼
自
転
車
競
技
部

＝
柴
田
泰
崇（
現
代
社
会
３
）、

中
根
英
登（
体
育
２
）、榊
原
健

一（
体
育
１
）▼
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
部
＝
荒
川
真
吾（
体

育
２
）▼
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
部
＝

田
邉
圭
祐（
体
育
２
）、木
村
友

紀（
健
康
２
）

団
体
の
部

▼
陸
上
競
技
部
＝
上
田
祐
貴

（
体
育
４
）、古
川
拓
夢
、安
井

一
樹（
体
育
２
）、和
田
健
太
郎

（
健
康
２
）、籾
木
勝
吾
、安
部

孝
駿（
体
育
１
）▼
水
泳
部
＝

岡
野
桜
子
、金
城
亜
蘭
、北
尾

紫
乃
、瀬
田
寛
人
、長
谷
川
菜

月（
体
育
４
）、白
井
裕
樹
、冨

田
尚
弥（
体
育
３
）、伊
藤
健

太
、小
野
恵
里
奈
、藤
川
京
太

郎（
体
育
２
）、秋
元
彩
香
、雨

宮
未
侑
、小
池
隆
志
、森
玲
衣

奈（
体
育
１
）▼
サ
ッ
カ
ー
部
＝

内
田
渉
、大
久
保
隆
一
郎
、齋

藤
和
樹
、平
山
照
晃
、星
野
悟
、

森
本
良（
体
育
４
）、小
川
真

司
、加
藤
駿
一
、熊
澤
圭
祐
、中

田
智
久
、藤
牧
祥
吾
、吉
田
匡

孝（
体
育
３
）、石
川
湧
也
、石

原
卓
、小
木
曽
裕
紀
、佐
藤
和

弘
、新
里
亮
、中
村
亮
太（
体
育

２
）、須
崎
恭
平
、畑
直
樹（
体

育
１
）▼
剣
道
部
＝
江
口
桃

花
、筧
恵
里
佳
、西
ヶ
谷
沙
織
、

福
井
加
奈（
体
育
４
）、関
本
望

妃（
体
育
３
）、遠
山
翔
子
、中

根
未
来（
体
育
２
）▼
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
男
子
＝
秋
屋
一
樹
、

伊
藤
圭
佑
、岩
瀬
功
、岡
田
倫

明（
体
育
４
）、青
柳
守
、石
原

健
詞
、大
塚
桂
子
、根
津
啓
太
、

望
月
孝
典
、由
久
保
健（
体
育

３
）、嶋
田
稔
貴（
経
営
３
）、小

池
昌
弘
、宮
平
佳
太
、山
本
佑

馬（
体
育
２
）、宮
地
達
也（
情

報
シ
２
）、杉
本
尚
樹
、深
津
悠

平
、三
島
知
也
、山
田
将
也
、和

田
隆
太（
体
育
１
）、下
郷
ひ
か

る（
健
康
１
）▼
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト

部
男
子
＝
石
走
卓
也
、古
庄
潤

平
、柴
田
晃
一
、（
体
育
４
）、須

崎
立
也
、堀
越
博
志（
現
代
社

会
４
）、田
中
孝
明（
体
育
３
）、

安
江
成
樹（
現
代
社
会
３
）、浅

井
優
介
、荒
川
太
陽
、馬
瀬
開
、

近
藤
信
吾
、竹
内
裕
平
、田
邉

圭
祐
、野
木
啓
太
、花
本
直
也

（
体
育
２
）、甲
斐
昌
平（
健
康

２
）、山
田
大
輔（
現
代
社
会

２
）、河
野
恭
平
、酒
井
柾
照
、

中
野
翔
太
、長
谷
翔
太
、長
谷

川
和
哉
、
水
野
大
輔
（
体
育

１
）、一
力
俊
雄（
健
康
１
）▼

同
女
子
＝
稲
垣
和
華
羽
、小
林

久
美（
体
育
４
）、大
村
ひ
ろ

み
、風
岡
愛
、田
中
花
奈
、出
来

香
織
、成
瀬
祥
子
、早
川
麻
衣

子
、久
田
菜
未
、平
井
美
帆
、福

沢
舞
子（
健
康
４
）、新
井
真
菜

美
、纐
纈
桜
子
、丸
山
由
紀
、水

野
江
里
加（
健
康
３
）、川
崎
愛

里
沙
、河
野
雅
、木
村
友
紀
、山

尾
久
美
子（
体
育
２
）、岡
田
夏

実
、加
藤
友
希
、北
村
夏
美
、鈴

木
里
奈（
体
育
１
）

　

国
際
教
養
学
部
は
二
月
二

日
、
二
〇
一
〇
年
度
秋
学
期
に

語
学
留
学
し
た
二
年
生
が
現
地

で
学
び
、
体
験
し
た
内
容
を
発

表
す
る
「
海
外
課
題
研
究
報
告

会
」
を
開
い
た
。
代
表
の
五

チ
ー
ム
が
①
自
分
に
課
し
た
課

題
と
成
果
、
②
異
文
化
と
の
出

会
い
と
理
解
、
③
学
習
と
生
活

を
め
ぐ
る
概
況
―
な
ど
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
半
年
後
に
留
学

す
る
一
年
生
を

含
め
百
七
十
人

が
参
加
し
、
熱

心
に
聞
き
入
っ

た
。

　

一
〇
年
度
は

九
十
三
人
が
、

フ
ラ
ン
ス（
レ

ン
ヌ
第
二
大

学
）、ス
ペ
イ
ン（
サ
ラ
ゴ
サ
大

学
）、ド
イ
ツ（
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

　

国
際
英
語
学
部
英
米
文
化
学

科
は
二
〇
一
〇
年
秋
に
、
学
生

た
ち
が
運
用
す
る
全
文
英
語
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「Eigo Daily

（
英
語
デ
イ
リ
ー
）」
を
、
英
米

文
化
学
科
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

に
開
設
し
た
。

　

Eigo 
Daily

は
、
学
生
が

書
い
た
エ
ッ
セ
イ
やTOEIC

・

TOEFL

対
策
を
含
め
た
英
語

大
学
）、ロ
シ
ア（
サ
ン
ク
ト
･

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
）、中
国

学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
話
題
の

映
画
や
本
の
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
興
味
深
い

コ
ン
テ
ン
ツ
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
学
生
が
主
と
な
っ
て
英
文

を
書
い
て
い
る
た
め
、
一
般
の

英
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
も
親

し
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く

書
か
れ
て
い
る
。
楽
し
み
な
が

ら
英
語
力
の
向
上
を
図
れ
る
サ

イ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

構
想
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
き

た
勝
田
梨
月
さ
ん
、
千
葉
今
日

香
さ
ん
（
と
も
に
２
年
）
は

「
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
記
事
を

掲
載
し
、
親
し
み
や
す
い
サ
イ

ト
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

サ
イ
ト
に
し
た
い
」
「
他
学
部

の
学
生
や
一
般
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

学
生
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
総
合
政

策
学
部
の
実
践
科
目
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
（
他
学
部
の

演
習
に
相
当
）
の
最
終
報
告
会

が
一
月
十
四
日
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　

発
表
者
は
二
度
の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
三
年
生
七
チ
ー
ム

で
、
二
年
間
の
研
究
成
果
を
同

学
部
の
教
員
や
学
生
、
審
査
員

と
し
て
招
待
し
た
企
業
の
関
係

者
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

た
。
最
優
秀
チ
ー
ム
に
選
ば
れ

た
の
は
坂
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

究（
指
導
教
員
：
坂
田
隆
文
准

教
授
）。「
実
践
型
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
を
通
し
た
社
会
人
基

礎
力
の
向
上
」
の
テ
ー
マ
で
産

学
連
携
の
商
品
企
画
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
会

は
四
回
目
。
毎
年
、
学
生
が
運

営
委
員
会
を
組
織
し
、
企
画
や

準
備
、
当
日
の

進
行
を
担
当
し

て
い
る
。
今
回

は
こ
れ
ま
で
で

一
番
多
い
七
十

人
の
学
生
が
運

営
に
携
わ
っ

た
。

（
上
海
大
学
、蘇
州
大
学
）の
五

カ
国
に
留
学
し
、
提
携
先
の
大

学
で
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
け
た
。

　

海
外
課
題
研
究
は
、
二
年
生

秋
学
期
に
一
セ
メ
ス
タ
ー
（
一

学
期
間
）
語
学
留
学
す
る
同
学

部
の
演
習
科
目
。
留
学
の
効
果

を
よ
り
高
め
る
た
め
に
、
二
年

春
学
期
の
計
画
書
（
留
学
先
の

情
報
収
集
、
語
学
力
の
自
己
評

価
と
学
習
の
計
画
、
留
学
中
の

生
活
上
の
注
意
な
ど
）
作
成

と
、
帰
国
後
、
報
告
書
（
語
学

上
の
観
察
、
語
学
力
の
自
己
評

価
、
現
地
事
情
・
文
化
に
関
す

る
学
習
結
果
な
ど
）
の
提
出
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

最
優
秀
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
た

坂
田
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究

留
学
先
で
何
を
学
び
、体
験
し
た

か
を
発
表
す
る
学
生
た
ち

●
英
米
文
化
学
科
●

●
総
合
政
策
学
部
●

●
国
際
教
養
学
部
●

個
人
39
人
と
７
団
体

体
育
会
功
労
者
表
彰

エッセイ、映画レビュー、
TOEIC・TOEFL対策 学

生
運
用
英
語
サ
イ
ト
開
設

予
選
突
破
７
チ
ー
ム
が
プ
レ
ゼ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
報
告
会

海
外
課
題
研
究
報
告
会

留
学
体
験
を
発
表

2010
年度
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第
五
十
五
代
体
育
会
幹
事
会

は
、
十
一
月
十
七
日
の
役
員
改

選
で
正
式
に
発
足
し
た
。
今
一

度
、
幹
事
会
の
存
在
意
味
、
役

割
を
よ
く
考
え
、
体
育
会
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
役
員

十
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
活
動

し
て
い
く
。
そ
の
中
で
私
は
、

幹
事
長
と
し
て
責
任
を
持
っ
て

全
力
で
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

体
育
会
は
五
十
年
以
上
の
歴

史
の
中
で
、
多
く
の
選
手
が
活

躍
し
て
き
た
。
私
た
ち
中
京
大

学
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
者
と
し

て
そ
の
輝
か
し
い
歴
史
を
誇
り

に
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
体
育
会
会
員

の
活
躍
が
中
京
大
学
の
歴
史
に

積
み
重
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

十
二
月
十
日
に
発
足
し
た
第

五
十
七
代
文
化
会
執
行
部
は
、

こ
れ
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た
伝

統
を
守
り
つ
つ
も
、
柔
軟
な
対

応
が
で
き
る
体
制
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
変
化
を

恐
れ
る
こ
と
な
く
業
務
の
見
直

し
を
行
い
、
良
い
も
の
を
次
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
つ
も

り
だ
。

　

新
た
に
広
報
担
当
の
役
職
を

加
え
、
よ
り
積
極
的
に
各
ク
ラ

ブ
の
発
表
や
活
動
内
容
を
発
信

し
て
い
く
。

　

会
員
数
、
ク
ラ
ブ
数
の
減
少

に
歯
止
め
を
掛
け
、
文
化
会
会

員
一
人
ひ
と
り
が
充
実
し
た
ク

ラ
ブ
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

様
々
な
か
た
ち
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
。

　

体
育
会
は
二
月
十
六
―
十
八

日
、
静
岡
県
掛
川
市
で
第
四
十

四
回
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
交
流
」
で
、
百
二
人
が
参
加

し
た
。

　

一
日
目
は
ビ
ー
ル
工
場
を
見

学
し
、
飲
酒
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や

危
険
性
を
学
ん
だ
。
二
日
目
は

チ
ー
ム
全
員
が
協
力
し
て
共
通

の
課
題
に
取
り
組
む
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行

い
、
普
段
か
か
わ
り
の
な
い
他

ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
の

主
将
主
務
か
ら
所
属
ク
ラ
ブ
の

成
績
や
抱
負
な
ど
の
紹
介
が
あ

り
、
よ
り
深
く
他
ク
ラ
ブ
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
経
験
や
先
輩
方
が
築

い
て
き
た
も
の
を
生
か
し
、
今

後
の
活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

（
広
報
担
当
局
長
・
体
育
２
・

浅
井 

優
介
）

　

文
化
会
は
二
月
二
十
一
―
二

十
三
日
、
岐
阜
県
下
呂
市
で
冬

季
リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
を
行

っ
た
。
今
年
は
テ
ー
マ
に
「
三

百
六
十
度
交
流
」
を
掲
げ
、
部

長
・
会
計
・
一
般
に
分
か
れ
た

役
職
別
会
議
と
文
化
会
会
員
同

士
の
交
流
を
主
な
目
的
と
し
た
。

　

一
日
目
の
役
職
別
会
議
で
は
、

「
よ
り
よ
い
自
己
Ｐ
Ｒ
・
部
活

Ｐ
Ｒ
」「
良
い
部
活
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
部
活
・
学
年
の
枠
を

越
え
、
皆
が
真
剣
に
話
し
合
っ

た
。
二
、
三
日
目
は
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
な
ど
で
交
流
を
深
め
た
。

　

今
回
は
参
加
者
が
百
七
十
九

人
と
例
年
よ
り
多
く
、
部
同
士

の
絆
が
強
く
な
っ
た
と
思
う
。

　

リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
を
通

し
て
得
た
人
間
関
係
と
経
験
が
、

今
後
の
部
活
動
に
良
い
影
響
と

な
る
こ
と
を
役
員
一
同
願
っ
て

い
る
。

（
広
報
局
長
・
法
２
・
原
田 

駿
一
）

幹事長･各務優太（体育3）剣道部
▽副幹事長兼企画運営局長･井
上貴裕（体育3）硬式野球部▽副
幹事長兼総務担当局長･深尾江
莉香（心理3）空手道部▽会計担
当局長･和田千穂（日本文学3）ソ
フトテニス部▽広報担当局長･浅
井優介（体育2）アルティメット部▽

安全対策局長･小菅ゆかり（健康
2）チアリーディング部▽編集担当
局長･中西佑輔（体育2） 陸上競技
部▽渉外担当局長兼監事･藤村卓
弥（法律2）少林寺拳法部▽企画
運営局･福井健治（体育1） 準硬式
野球部

〈敬称略〉

幹事長・三浦悠（法律3）漫画研究
会▽副幹事長・有竹悟（経済3）囲
碁倶楽部▽学術委員長・古川諒
（心理3）児童文化研究会▽芸文
委員長・重野峻輔（言語表現3）司
会放送部▽豊田委員長・市川和
樹（情報知能3）演劇部○BEGIN 
THE KID▽会計局長・田口将伍
（経営3）自然科学研究会▽企画
運営局長・日比理貴（英米文化3）
吹奏楽団▽総務局長・保屋野友
愉（経営2）フォークソングクラブ▽
豊田役員総務・髙津可菜（現代社

会2）美術クラブ▽書記局長・佐合
成美（日本文学1）自然科学研究
会▽豊田役員庶務・小谷悠輔（現
代社会3）児童福祉活動部▽広報
局長・原田駿一（法律2）漫画研究
会▽議長・中田征（現代社会2）放
送クラブTMP▽八事監査・廣瀬尚
（心理3）司会放送部､江上生奈
（心理3）中京シネマクラブ､河田み
う（総合政策3）茶道部▽豊田監
査・渡辺大資（情報シ3）出版部

〈敬称略〉

芝

飲酒のデメリットや危険性を学ぶ学生たち 役職別会議で意見を交わす学生たち

体　

育　

会

文　

化　

会

新執行部  飛躍誓う

第55代　任期2010年11月から1年間

第57代　任期2010年12月から1年間

「
交
流
」テ
ー
マ
に

リ
ー
ダ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ

チーム全員が協力
共通課題プログラムも

輝
か
し
い
活
躍
の
歴
史

積
み
重
ね
に
全
力
投
球

変
化
を
恐
れ
ず
見
直
し

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
発
信

輪になって真剣討論
参加179人、絆強める

剣道部 漫画研究会

幹
事
長

三
浦　
　

悠（
法
律
３
）

幹
事
長

各
務　

優
太（
体
育
３
）
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ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
十

二
月
三
日
、
名
古
屋
・
天
白
文

化
小
劇
場
で
定
期
演
奏
会
を
開

催
し
た
。
一
年
間
の
集
大
成
と

な
る
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
二
十
人

の
部
員
全
員
に
よ
る
全
体
合
奏

や
、
四
人
以
下
で
演
奏

す
る
小
編
成
な
ど
全
三

ス
テ
ー
ジ
、
計
十
四
曲

を
演
奏
し
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
十

分
に
発
揮
で
き
、
お
客

様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
「
僕
ら

の
音
」
で
お
客
様
に
感

動
を
与
え
る
と
い
う
目

標
を
達
成
で
き
た
と
実

感
し
て
い
る
。
部
員
一

同
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
だ
。

（
経
営
３
・
杉
原　

匠
）

　

会
計
学
研
究
会
は
十
二
月
十

二
日
、
第
八
十
回
愛
知
ブ
ロ
ッ

ク
学
生
会
計
学
研
究
会
に
出
場

し
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
愛
知

大
学
・
名
古
屋
商
科
大
学
と
共

同
で
春
、
秋
二
回
開
催
す
る
論

文
大
会
で
、
秋
大
会
は
一
、
二

年
生
が
中
心
と
な

っ
て
活
躍
す
る
最

初
の
場
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。

　

本
大
会
で
は

「
会
計
基
準
の
歴
史
」
に
つ
い

て
の
論
文
を
発
表
し
た
。
他
大

学
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
し
っ

か
り
と
対
応
し
、
他
大
学
の
論

文
発
表
に
も
盛
ん
に
質
問
を
行

う
こ
と
で
、
一
層
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
と
て
も
有

意
義
な
論
文
大
会
と
な
っ
た
。

（
経
営
３
・
山
内　

啓
示
）

　

吹
奏
楽
団
は
十
二
月
十
八
日
、

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
で
第
二
十
七
回

　

和
楽
部
は
十
二
月
十
一
日
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
定
期
演

奏
会
（
写
真
）
を
開
催
し
、
琴

四
曲
、
三
味
線
三
曲
、
琴
・
三

味
線
合
同
で
一
曲
の
計
八
曲
を

演
奏
し
た
。

　

三
味
線
の
唄
は
、
日
頃
ご
指

導
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
に
お

願
い
し
、
今
年
は
十
七
弦
を
使

っ
た
の
で
、
昨
年
と
違
っ
た
演

奏
が
で
き
た
と
思
う
。

　

こ
の
演
奏
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
生
か
し
、
良
い
音
楽
を

作
り
上
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
和
楽
の
良
さ
を
よ
り

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。

 

（
言
語
表
現
２
・
末
沢　

恵

美
）

　

第
四
十
九
回
梅
村
学
園
美
術

展
が
二
月
八
―
十
三
日
、
名
古

屋
市
博
物
館
で
開
か
れ
た
。

　

中
京
大
学
と
中
京
大
中
京
高

校
そ
れ
ぞ
れ
の
書
道
部
、写
真

部
、美
術
部
に
よ
る
合
同
美
術

展
で
、書
、写
真
、絵
画
の
三
分

野
、合
計
約
百
作
品
が
展
示
さ

れ
た
。

　

テ
ー
マ
作
品
と
自
由
作
品
の

一
人
二
作
品
を
出
展
し
た
。
テ

ー
マ
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
年

で
テ
ー
マ
を
定
め
、
感
性
の
違

い
を
表
現
し
た
。
自
由
作
品
は

こ
れ
ま
で
に
撮
影
し
た
も
の
か

ら
選
び
、
部
員
一
人
ひ
と
り
の

個
性
を
生
き
生
き
と
表
現
し
た
。

来
場
者
の
方
か
ら
「
作
者
の
感

性
が
伝
わ
っ
て
き
て
面
白
い
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

（
経
営
２
・
杉
本　

滉
斗
）

　

抽
象
画
や
動
物
画
、
風
景
画

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
自
由

な
感
性
で
制
作
し
た
。
画
題
だ

け
で
な
く
、
タ
イ
ト
ル
に
も
気

を
配
り
、
個
性
豊
か
な
展
示
に

な
っ
た
。
来
場
者
の
方
か
ら
、

作
品
に
対
す
る
貴
重
な
意
見
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
の
美
術
展
で
得
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
今
後

の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

（
言
語
表
現
２
・
中
島　

知
美
）

　

そ
れ
ぞ
れ
が
最
も
得
意
と
す

る
書
体
で
作
品
を
制
作
し
た
部

員
が
多
く
、
十
分
に
実
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

去
年
と
同
様
、
四

年
生
の
賛
助
も
あ
り
、

充
実
し
た
内
容
で
作

品
を
展
開
で
き
た
。

多
く
の
方
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
い
た
こ

と
が
何
よ
り
嬉
し
か

っ
た
。

　

梅
美
展
で
得
た
こ

と
を
今
後
の
作
品
に
生
か
し
て

い
き
た
い
。

（
総
合
政
策
２
・
真
野　

沙

織
）

定
期
演
奏
会（
写
真
）を
行
っ
た
。

　

今
年
は
団
目
標
を「
会
話
」に

掲
げ
、
私
た
ち
と
関
わ
る
全
て

の
方
と
音
楽
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
活
動
し
て
き
た
。

　

一
年
間
の
集
大
成
と
な

る
演
奏
会
で
、
た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
を
披

露
で
き
、
大
盛
況
だ
っ
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

お
客
様
に
団
員
一
同
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
。　

（
英
米
文
化
３
・
日
比  

理

貴
）

　

私
た
ち
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ

Ｅ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ
は
十
二
月
二
十
五
、

二
十
六
日
、
名
古
屋
・
天
白
の

ナ
ビ
ロ
フ
ト
で
、
二
十
代
目
卒

業
公
演
を
催
し
た
。
タ
イ
ト
ル

は「
怪
傑　

新
撰
組
！
」
で
、殺

陣
と
呼
ば
れ
る
刀
を
使
っ
た
ア

ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
を
何
度
も
入

れ
、
狭
い
芝
居
小
屋
な
が
ら
も

迫
力
あ
る
演
技
を
お
客
様
に
お

見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
四

年
生
最
終
の
公
演
は
、
部
員
一

丸
と
な
り
、

最
高
の
締
め

く
く
り
に
で

き
た
。

（
現
代
社
会

４
・
宮
下 

賢

人
）

迫力のある演技
を披露した部員
たち

他
大
学
か
ら
の

質
問
に
答
え
る 

一
年
生
部
員

部
員
全
員
に
よ
る
全
体
合
奏

「紅葉」服部直樹さん
（経済４）の作品

「
な
か
ま
」中
島
知
美
さ
ん

（
言
語
表
現
２
）の
作
品

得
意
の
書
体
で
力
強
く
書

か
れ
た
作
品

十
七
弦
で
一
味
違
う
演
奏

音
楽
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
僕
ら
の
音
」
感
動
の
演
奏

書
、写
真
、絵
画
の
約
１
０
０
点
展
示

和
楽
部

吹
奏
楽
団

会
計
学
研
究
会

ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｋ
Ｉ
Ｄ

他大学と論文大会

卒業公演、迫力アクション

第49回

梅
村
学
園
美
術
展

文
化
会
ク
ラ
ブ
発
表
会

写
真
部

美
術
部

書
道
部

１
年
間
の
集
大
成
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中
京
大
学
、
名
城
大
学
、
名

古
屋
女
子
大
学
の
学
生
有
志
に

よ
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ

Ｐ
Ｐ
（
愛
知
・
パ
ト
ロ
ー
ル
・

ピ
ー
ポ
ー
の
略
）
が
十
二
月
一

日
、
財
団
法
人
学
生
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
」
助
成
に
採
択
さ
れ

た
。

　

一
月
二
十
七
日
に
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
助
成

金
と
し
て
十
万

円
が
贈
ら
れ
た
。 

Ａ
Ｐ
Ｐ
は
二
〇

一
〇
年
九
月
に
発
足
し
、
愛
知

県
警
や
昭
和
警
察
署
の
協
力
を

得
て
、
愛
知
県
内
の
犯
罪
を
減

ら
す
た
め
の
防
犯
活
動
を
大
学

周
辺
を
中
心
に
定
期
的
に
実
施

し
て
い
る
。

　

学
生
た
ち
は
、
自
転
車
盗
難

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
や
防
犯

に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
、
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど

学
校
の
防
犯
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
を
中
心
に
活
動
し
、
地
域

の
人
た
ち
に
積
極
的
に
防
犯
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の
中
で
選

抜
さ
れ
た
学
生
が
、
光
や
音
を

十
六
日
、
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

漢
字
、
か
な
、
詩
な
ど
の
作

品
を
一
人
三
―
四
点
出
展
。
色

が
み
や
扇
子
に
書
い
た
作
品
も

あ
り
、
計
四
十
九
点
の
力
作
が

会
場
に
並
ん
だ
。

　

書
道
科
の
教
員
免
許
状
取
得

見
込
者
と
書
道
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
履

修
生
、
書
道
部
四
年
生
に
よ
る

合
同
展
と
し
て
、
一
月
十
二
―

　

文
学
部
と
情
報
理
工
学
部
情

報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の
四
年
生

が
卒
業
制
作
展
を
行
い
、
四
年

間
学
ん
だ
集
大
成
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
書
道
作
品
、
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
作
品
を
発
表
し
た
。

駆
使
し
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
視
覚
と
聴
覚
を
楽

し
ま
せ
る
作
品
を
発
表
し
た
。

学
生
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
制

作
ス
タ
イ
ル
が
伝
わ
っ
て
く
る

作
品
展
と
な
っ
た
。

　

二
月
十
三
―
十
七
日
、
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
Ｃ
・
ス
ク
エ
ア
で
一
般

公
開
し
た
。

　

環
境
サ
ー
ク
ル
・
Ｎ
Ｅ
Ｏ
は
、

一
月
十
一
―
二
十
一
日
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
貧
し
い
子
ど
も
た
ち

の
支
援
を
目
的
に
「
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施

し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
八

人
が
八
時
三
十
分
か
ら
九
時
ま

で
の
三
十
分
、
学
生
支
援
室
窓

口
や
学
生
食
堂
な
ど
八
ヵ
所
で
、

登
校
す
る
学
生
に
呼
び
か
け
た
。

　

回
収
し
た
ハ
ガ
キ
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
日
本
相
互
交
流

セ
ン
タ
ー
・
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
を
通
じ

て
換
金
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

小
学
校
建
設
や
学
用
品
、
給
食

の
購
入
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
と
教
育
の
向
上
に
役
立
て

ら
れ
る
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｏ
代
表
の
玉
越
郁
美
さ

ん
（
国
際
英
語
２
）
は
、
「
去

年
の
三
倍
以
上
に
な
る
四
百
四

十
四
枚
の
ハ
ガ
キ
が
集
ま
っ
た
。

八
百
八
十
八
人
の
給
食
が
購
入

で
き
る
枚
数
が
集
ま
り
、
嬉
し

く
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

　

三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部

の
一
〇
年
度
卒
業
式
が
三
月
二

十
三
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
体

育
館
で
挙
行
さ
れ
、
百
三
十
四

人
（
こ
ど
も
学
科
七
十
四
人
、

食
物
栄
養
学
科
六
十
人
）
が
社

会
に
巣
立
っ
た
。

　

今
年
度
末
の
閉
学
に
伴
っ
て

最
後
と
な
っ
た
卒
業
式
は
、
例

年
通
り
三
重
中
京
大
学
や
大
学

院
と
合
同
で
行
わ
れ
た
。
佐
藤

昭
学
長
の
式
辞
、
梅
村
清
英
副

理
事
長
の
祝
辞
に
続
い
て
、
佐

藤
学
長
か
ら
各
学
科
の
卒
業
生

代
表
者
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ

た
。
ま
た
、
学
長
賞
や
学
科
長

賞
、
学
術
優
秀
賞
、
同
窓
会
長

賞
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
た
。

式
典
後
は
、
学
友
会
主
催
の
謝

恩
会
が
松
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。

　

同
短
期
大
学
部
は
一
九
六
四

年
（
昭
和
三
十
九
年
）
、
保
育

科
と
家
政
科
の
二
学
科
制
の
松

阪
女
子
短
期
大
学
と
し
て
開
学
。

こ
れ
ま
で
に
一
万
六
千
人
を
社

　

三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部
こ
ど
も
学
科
二
年

生
が
十
二
月
二
十
三
日
、
松
阪
市
の
松
阪
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
自
作
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ス
ズ
と
野
獣
の
さ
が
し
も
の
」
を
上
演
し
た
。

　

学
生
生
活
の
集
大
成
と
し
て
、
毎
年
一
回
上
演

す
る
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
今
回
で
十
三
回
目
。

二
年
生
全
員
（
七
十
四
人
）
が
、
内
気
な
少
女
と

嫌
わ
れ
者
の
野
獣
が
未
知
の
世
界
を
一
緒
に
旅
す

る
う
ち
に
心
を
通
わ
せ
て
い
く
物
語
を
半
年
が
か

り
で
制
作
。
キ
ャ
ス
ト
や
舞
台
装
置
、
音
響
、
照

明
な
ど
の
役
割
も
分
担
し
て
、
一
時
間
半
の
舞
台

を
午
前
と
午
後
の
二
回
、
上
演
し
た
。

　

客
席
は
、
親
子
連
れ
や
卒
業
生
、
保
護
者
、
学

生
た
ち
が
保
育
実
習
で
訪
れ
た
保
育
所
の
職
員
ら

で
埋
ま
り
、
学
生
が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
熱
演
す

る
舞
台
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

会
に
送
り
出
し
た
。
卒
業
生
は

食
育
や
子
ど
も
教
育
な
ど
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
、
人
材
養
成

機
関
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し

て
き
た
。
研
究
機
関
と
し
て
も

公
開
講
座
や
自
治
体
、
企
業
な

ど
と
の
連
携
事
業
に
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
か
ら
定
員

確
保
が
困
難
に
な
り
、
一
〇
年

度
か
ら
学
生
募
集
を
停
止
し
た
。

　

三
重
中
京
大
学
教
員
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
政

治
学
や
法
律
学
な
ど
に
つ
い
て

自
主
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た

三
重
県
立
飯
南
高
校
総
合
学
科

三
年
生
五
人
が
二
月
八
日
、
各

自
が
ま
と
め
た
論
文
を
担
当
教

員
の
前
で
発
表
し
た
。

　

五
人
は
、
二
年
生
の
高
大
連

携
授
業
「
社
会
科
学
入
門
」
で

学
ん
だ
こ
と
を
基
本
に
、
自
主

的
に
学
び
の
域
を
広
げ
、
一
年

が
か
り
で
論
文
に
ま
と
め
た
。

　

大
学
を
訪
れ
た
五
人
は
、
菅

政
権
の
経
済
政
策
や
地
元
で
建

設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る

風
力
発
電
所
、
カ
タ
カ
ナ
語
の

ル
ー
ツ
な
ど
に
つ
い
て
学
習
成

果
を
披
露
し
た
。
高
橋
保
幸
教

授
（
現
代
法
経
学
部
長
）
ら
は
、

連
携
授
業
を
発
展
さ
せ
た
高
校

生
の
意
欲
的
な
学
び
の
姿
勢
を

評
価
し
て
い
た
。

講
座

公
開

二
年
生
全
員
で
熱
演
し
た

創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

㊤
書
道
作
品
が
並
ぶ
展
示
会
場
、㊦
故
事
成
語「
矛
盾
」

を
擬
人
化
し
た
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

134人が巣立っ
た短期大学部
最後の卒業式

卒
業
制
作
展

力
作
を
発
表

「
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

環
境
サ
ー
ク
ル・Ｎ
Ｅ
Ｏ

飯
南
高
生
が
論
文
発
表

高
大
連
携
授
業
の
成
果

文
学
部

メ
デ
ィ
ア
工
学
科

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」助
成
採
択

74人がミュージカル

最後の卒業式短期大学部

学
生
防
犯
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｐ
Ｐ

こども
学　科

書道作品や
メディアアート
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第
七
回
同
窓
会
名
刺
交
換
会

が
一
月
二
十
二
日
、
名
古
屋
市

中
区
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

出
席
し
た
同
窓
生
は
、
初
参
加

の
二
百
人
を
含
め
四
百
八
十
人
。

総
数
が
昨
年
を
九
十
人
上
回
る

な
ど
、
年
代
を
超
え
た
同
窓
生

の
交
流
の
場
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
た
。

　

川
岸
信
一
同
窓
会
長
は
開
会

の
挨
拶
で
、
全
国
の
同
窓
会
支

部
の
活
動
に
触
れ
、「
中
京
大
学

の
伝
統
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

る
。今
後
も
ご
尽
力
、ご
協
力
く

だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
。
続

い
て
、川
岸
会
長
は
、二
〇
〇
九

年
度
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し

た
書
道
家
の
樽
本
英
信（
樹
邨
、

同
窓
会
幹
事
）名
誉
教
授
を
功

労
者
と
し
て
特
別
表
彰
し
た
。

梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長（
当

時
）、北
川
薫
学
長
の
来
賓
挨
拶

の
後
、
梅
村
清
英
副
理
事
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
参
加
者
が
互
い
に
名
刺
を

交
わ
し
な
が
ら
談
笑
し
た
。

　

第
四
回
同
窓
会
警
察
部
会

（
山
田
裕
二
部
会
長
）の
総
会
が

二
月
二
十
六
日
、
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
愛
知
県
警

に
勤
め
る
同
窓
生
八
十
八
人
が

出
席
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会

に
は
、
愛
知
県
警
に
採
用
が
決

ま
っ
て
い
る
四
年
生
二
十
三
人

も
参
加
し
、
懇
談
し
た
。

体
操
と
の
出
会
い
、
高
校
、
大

学
時
代
の
試
練
、
五
輪
へ
の
挑

戦
、
指
導
者
と
し
て
の
思
い
な

ど
で
構
成
。
部
長
を
務
め
た
体

操
競
技
部
の
部
員
心
得
、
部
訓

な
ど
の
資
料
も
付
け
て
い
る
。

五
百
部
作
り
、
部
員
や
Ｏ
Ｂ
、

学
園
、
体
操
界
の
関
係
者
な
ど

に
配
布
し
た
。

　

六
十
八
歳
で
退
職
す
る
中
山

教
授
は
「
私
が
活
躍
で
き
た
の

も
半
世
紀
余
に
わ
た
っ
て
お
世

話
に
な
っ
た
学
園
や
先
輩
、
後

輩
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
書
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

本
学
法
科
大
学
院
の
臨
床
教

育
の
要
と
な
る
併
設
法
律
事
務

所
「
中
京
市
民
法
律
事
務
所
」

が
四
月
一
日
、
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
五
階
に
開

設
さ
れ
る
。
法
科
大
学
院
生
た

ち
は
、
机
の
上
だ
け
の
勉
強
で

は
な
く
、
こ
の
法
律
事
務
所
を
、

本
物
の
現
場
と
し
て
、

法
実
務
の
研
修
を
受

け
る
。

　

中
京
市
民
法
律
事

務
所
は
、
法
科
大
学

院
教
育
に
加
え
、
本

学
の
学
生
や
同
窓
生

の
た
め
の
法
律
相
談

の
役
割
も
担
う
。
敷

居
が
高
い
、
と
言
わ
れ
が
ち
な

法
律
事
務
所
だ
が
、
こ
の
法
律

事
務
所
は
、
中
京
大
学
関
係
者

の
た
め
の
顧
問
事
務
所
的
な
存

在
を
目
指
し
て
い
る
。

　

所
属
弁
護
士
は
、
本
学
法
科

大
学
院
第
一
期
生
の
名
越
陽
子

さ
ん
と
、
研
究
科
長
の
池
野
千

白
教
授
。
法
科
大
学
院
卒
業
生

の
会
「
中
京
大
学
法
曹
会
」
も

全
員
で
支
え
る
。
池
野
研
究
科

長
は
「
こ
の
法
律
事
務
所
を
梃

子
と
し
て
法
曹
養
成
の
質
を
高

め
つ
つ
、
そ
れ
を
支
え
て
く
れ

る
中
京
大
学
そ
の
も
の
に
貢
献

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

開
設
日
は
平
日
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
半
、
電
話
で
事

前
に
受
け
付
け
る
予
約
制
（
☎

０
５
２
―
８
３
５
―
８
３
２

９
）と
な
る
。

　

日
本
体
操
界
の
黄
金
時
代
を

担
っ
た
中
山
彰
規
体
育
学
部
教

授
が
、
三
月
末
の
退
職
を
前
に

記
念
誌
「
自
己
へ
の
挑
戦
」
を

刊
行
し
た
。

　

中
山
教
授
は
中
京
商
業
高
校

（
現
附
属
中
京
高
校
）、
本
学
体

育
学
部
卒
。
学
生
時
代
か
ら
体

操
選
手
と
し
て
活
躍

し
、
同
学
部
の
助
手
、

講
師
の
時
に
日
本
を
代
表
す
る

選
手
と
し
て
体
操
界
を
リ
ー
ド
。

メ
キ
シ
コ（
六
八
年
）、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン（
七
二
年
）両
五
輪
で
金
六
、

銀
二
、
銅
二
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
の
を
始
め
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
、
世
界
選
手
権
を
含
む

世
界
大
会
で
金
十
七
、
銀
四
、

銅
五
の
国
内
最
多
二
十
六
の
メ

ダ
ル
を
手
に
し
、
つ
り
輪
と
鉄

棒
に
独
創
的
な
技
「
ナ
カ
ヤ

マ
」
を
残
し
た
。
記
念
誌
は
、

「
尾
張
徳
川
家
付
家
老
の
成
瀬

正
成
は
、
一
六
一
七
年
、
将
軍

秀
忠
公
よ
り
犬
山
城
を
拝
領
し
、

初
代
城
主
と
な

っ
た
。
以
来
、

明
治
の
一
時
期

を
除
き
、
犬
山

城
は
成
瀬
家
歴
代
当
主
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
き
た
」

「
私
は
十
二
代
当
主
の
長
女
と

し
て
東
京
に
生
ま
れ
育
っ
た
が
、

犬
山
に
移
り
住
ん
で
十
年
ほ
ど

に
な
る
」

「
成
瀬
家
が
社
会
的
、
金
銭
的

に
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
の
を

機
に
、
私
は
今
の
人
生
を
歩
む

こ
と
を
決
め
た
。
そ
れ
は〝
犬

山
城
と
生
き
る
〞と
い
う
こ
と
。

も
う
一
つ
、
私
を

こ
の
道
に
進
ま
せ

た
の
は
、
『
あ
な

た
の
持
つ
社
会
へ
の
順
応
性
を

生
か
し
て
城
と
成
瀬
家
を
守
っ

て
ほ
し
い
』
と
い
う
母
の
言
葉

だ
っ
た
」

「
で
は
、
犬
山
城
を
い
か
に
よ

い
状
態
で
後
世
に
の
こ
し
、
ま

た
祖
先
が
守
っ
て
き
た
思
い
を

伝
え
て
い
く
の
か
。
犬
山
城
を

財
団
法
人
化
す
る
の
が
最
善
の

方
法
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

　

ま
ず
ク
リ
ア
す
べ
き
は
古
典

的
な
考
え
を
持
つ
父
の
説
得
だ

っ
た
が
、
意
外
に
も
父
は
、『
女

性
大
臣
も
い
る
時
代
だ
か
ら
』

と
笑
っ
て
く
れ
た
。
た
だ
、
私

に
任
せ
る
と
言
っ
た
あ
と
で
、

こ
う
付
け
足
し
た
。
尾
張
徳
川

様
に
ご
了
承
を
得
て
き
な
さ

い
」

「
二
〇
〇
四
年
三
月
、
犬
山
城

は
日
本
唯
一
の
、
財
団
法
人
所

有
の
国
宝
建
造
物
と
な
っ
た
。

こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
城
だ
け
で

な
く
、
城
を
支
え
た
成
瀬
家
歴

代
の
遺
物
も
財
団
へ
移
行
す
る

こ
と
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
城
の

歴
史
の
維
持
･
保
存
と
は
言
え

な
い
と
思
っ
た
。
因
み
に
、
所

在
す
る
美
術
品
の
『
長
篠
合
戦

図
屏
風
』
と
『
小
牧
長
久
手
合

戦
図
屏
風
』
に
は
先
祖
の
雄
姿

が
描
か
れ
て
い
る
」

「
木
曽
川
を
挟
ん
で
見
る
犬
山

城
は
絶
景
だ
。
李
白
の
詩
に
因

ん
で
荻
生
徂
徠
が
〝
白
帝
城
〞

と
呼
ん
だ
姿
が
見
ら
れ
る
。

　

私
が
守
っ
て
い
き
た
い
の
は
、

犬
山
城
の
国
宝
と
し
て
の
品
格
。

そ
こ
か
ら
、
成
瀬
家
の
生
き
た

武
家
文
化
や
歴
史
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
」

「
財
団
に
し
た
と
は
い
え
、
文

化
財
維
持
・
保
存
が
所
有
者
の

努
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

は
事
実
で
、
課
題
は
多
い
。
し

か
し
、
先
祖
の
生
き
抜
い
た
歴

史
を
顧
み
れ
ば
、
こ
の
厳
し
い

時
代
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
気
が

す
る
。
私
が
犬
山
城
か
ら
離
れ

ら
れ
な
い
の
は
、
天
守
に
あ
る

歴
代
の
魂
が
守
っ
て
く
れ
て
い

る
と
感
じ
る
か
ら
だ
ろ
う
」

（
３
月
２
日
･
名
古
屋
キ
ャ
ン

パ
ス
４
３
１
教
室
）

盛
大
に
行
わ
れ
た
同
窓
生
名
刺
交
換
会

池
野
研
究
科
長
㊧
と
名
越
弁
護
士

記念誌を手にする
中山教授

文化・芸術・教育シリーズ47

㈶犬山城白帝文庫  理事長

犬山城と生きる

成瀬  淳子さ　
　ん 講

座
講
座
講
座

公
開
公
開
公
開

犬
山
城
守
っ
た
先
祖
の
思
い

国
宝
建
造
物
の
品
格
を
守
る

同窓会名刺交換会
年代超え480人が交流

体
操
の
中
山
彰
規
教
授

警
察
部
会
に
88
人
参
加

退
職
前
に
記
念
誌
刊
行

学生や同窓生の相談も
法科大学院併設4月開設

「中京市民法律事務所」
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
今

季
の
国
際
大
会
で
、
本
学
園
の

選
手
た
ち
が
活
躍
し
、
輝
か
し

い
成
績
を
残
し
た
。

　

冬
季
ア
ジ
ア
大
会
で
は
、
男

子
シ
ン
グ
ル
で
無
良
崇
人
選
手

（
体
育
２
）が
銀
メ
ダ
ル
、
女
子

で
は
村
上
佳
奈
子
選
手
（
中
京

　

ス
ケ
ー
ト
部
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
の
清
水
小
百
合
選
手（
経

営
４
）（
写
真
）が
Ｉ
Ｓ
Ｕ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
第

一
―
六
戦
に
出

場
し
、
四
種
目

で
入
賞
す
る
な

ど
活
躍
し
た
。

　

第
三
戦（
12

月
３
―
５
日
、

中
国
）の
三
千

ｍ
リ
レ
ー
は
４

位
で
、
表
彰
台

ま
で
あ
と
一
歩

と
迫
っ
た
。
第

五
戦
（
２
月
11

―
13
日
、
ロ
シ

ア
）
は
三
千
ｍ

リ
レ
ー
５
位
、

千
ｍ
10
位
、
五
百
ｍ
12
位
。
第

六
戦
（
２
月
18
―
20
日
、
ド
イ

ツ
）
は
三
千
ｍ
リ
レ
ー
５
位
、

大
中
京
高
１
）
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

　

四
大
陸
選
手
権
（
２
月
18
―

20
日
、台
北
）で
は
、安
藤
美
姫

選
手（
体
育
４
・
ト
ヨ
タ
自
動

車
）
が
優
勝
、
浅
田
真
央
選
手

（
体
育
２
）が
２
位
、
男
子
で
は

小
塚
崇
彦
選
手（
体
育
４
・
ト
ヨ

タ
自
動
車
）が
４
位
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
昨
年
12
月
末

の
全
日
本
選
手
権
で
は
、女
子

が
安
藤
選
手
１
位
、
浅

田
選
手
２
位
、村
上
選

手
３
位
と
な
り
、
本
学

園
選
手
が
表
彰
台
を
独

占
し
た
。
男
子
で
は
小

塚
選
手
が
初
優
勝
を
飾
り
、男

女
四
選
手
が
世
界
選
手
権
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
内
大
会
で
も
、

日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権

（
１
月
６
―
９
日
、釧
路
市
）で
、

男
子
で
小
塚
選
手
が
１
位
、
無

良
選
手
２
位
、
佐
野
隼
規
選
手

（
現
代
社
会
４
）が
12
位
と
な
り
、

学
校
対
抗
戦（
団
体
）で
中
京
大

学
が
初
優
勝
し
た
。

水
泳
部

世
界
短
水
路
選
手
権 

（
12
月
15

―
19
日
、Ｕ
Ａ
Ｅ
）

冨
田
尚
弥
選
手（
体
育
３
）２

百
ｍ
平
泳
ぎ
優
勝

ス 

ケ 

ー 

ト 

部

（
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
）

◆
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大

会（
１
月
29
日
―
２
月
６
日
、

ト
ル
コ
）

世
界
明
斗
選
手（
体
育
１
）千

ｍ
14
位
・
千
５
百
ｍ
15
位

◆
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権（
２

月
25
―
27
日
、イ
タ
リ
ア
）

世
界
明
斗
選
手
３
千
ｍ
リ
レ
ー

２
位
、５
百
ｍ
14
位
、千
ｍ
12
位

ス
キ
ー
競
技
部

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会

白
川
尊
則
選
手（
体
育
修
士
２
）

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ア
ル
ペ
ン
48
位

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

ハ
ン
ガ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
大

会（
２
月
20
日
、ハ
ン
ガ
リ
ー
）

岩
田
茂
貴
選
手（
体
育
２
）、石

田
佳
子
選
手（
体
育
１
）出
場

陸
上
競
技
部

ア
ジ
ア
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
12
月

12
―
19
日
、中
国
）

佐
藤
圭
太
選
手（
体
育
１
）２

百
ｍ（
Ｔ
44
）優
勝
、４
×
百
ｍ

リ
レ
ー（
Ｔ
42
―
46
）３
位
、百

ｍ（
Ｔ
44
）６
位

※
個
人
種
目
は
８
位
ま
で

水
泳
部

日
本
短
水
路
選
手
権（
２
月

26
・
27
、東
京
）

伊
藤
健
太
選
手（
体
育
２
）50

ｍ
自
由
形
優
勝
・
百
ｍ
自
由
形

２
位
、冨
田
尚
弥
選
手
２
百
ｍ

平
泳
ぎ
２
位
・
百
ｍ
平
泳
ぎ
３

位
、白
井
裕
樹
選
手（
体
育
３
）

２
百
ｍ
背
泳
ぎ
３
位
、末
永
京

香
選
手（
体
育
１
）４
百
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
３
位
、小
松
原
彩

香
選
手（
体
育
２
）２
百
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー
３
位
、岩
下
な
つ

み
選
手（
体
育
３
）４
百
ｍ
自

由
形
３
位
、長
谷
川
菜
月
選
手

（
体
育
４
）百
ｍ
自
由
形
３
位

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

全
日
本
学
生
選
手
権（
12
月

11
・
12
日
、東
京
）

33
位

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

◆
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ （
１
月
７
―
10
日
、東
京
）

岩
田
茂
貴
選
手
・
サ
ー
ブ
ル
優

勝
、石
田
佳
子
選
手
・
サ
ー
ブ
ル

８
位

◆
全
国
サ
ー
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ（
1
月
23
日
、東
京
）

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
＝
石
田
佳
子
選

手
４
位
、岩
田
茂
貴
選
手
６
位

ス
ケ
ー
ト
部（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
）

国
民
体
育
大
会（
１
月
26
―
29

日
、青
森
）

水
津
瑠
美
選
手（
体
育
２
）３
位

ス
キ
ー
競
技
部

◆
全
日
本
選
手
権（
２
月
27
―

３
月
１
日
、秋
田
）

森
本
優
希
選
手（
体
育
２
）ス
ー

パ
ー
大
回
転
６
位

◆
全
日
本
学
生
選
手
権（
２
月

18
―
24
日
、秋
田
）

男
子
１
部
総
合
14
位

◆
全
日
本
学
生
技
術
選
手
権

（
２
月
５
･
６
日
、長
野
）

男
子
団
体
優
勝

個
人
＝
金
子
祐
大
選
手（
体
育

３
）３
位
、的
場
佑
樹
選
手（
経

済
２
）３
位自転

車
競
技
部

全
日
本
大
学
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
大

会 （
２
月
20
日
、東
京
）

中
根
英
登
選
手（
体
育
２
）30

㎞
７
位　

※
全
日
本
学
生
Ｒ

Ｃ
Ｓ
最
終
ラ
ン
キ
ン
グ
＝
中
根

英
登
選
手
８
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

東
海
学
生
新
人
選
手
権（
12
月

13
―
17
日
、愛
知
）

丹
羽
徹
選
手（
経
済
１
）シ
ン
グ

ル
ス
優
勝ス

キ
ー
競
技
部

中
部
日
本
学
生
選
手
権（
１
月

29
･
30
日
、長
野
）

男
女
と
も
に
総
合
優
勝

個
人
＝
谷
口
真
美
選
手（
体
育

４
）ス
ー
パ
ー
大
回
転
･
回
転
、

鈴
木
栄
子
選
手（
体
育
修
士

１
）大
回
転
、森
本
優
希
選
手
ス

ー
パ
ー
大
回
転
･
大
回
転
、近

藤
慎
也
選
手（
体
育
２
）回
転
、

西
田
真
選
手（
現
代
社
会
１
）

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
シ
カ

ル
10
㎞
、馬
場
亮
太
選
手（
体

育
１
）ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
リ

ー
10
㎞
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
第
五
十
九

回
全
日
本
大
学
選
手
権
（
12
月

五
百
ｍ
７
位
。
ア
ジ
ア
冬
季
競

技
大
会（
１
月
31
日
―
２
月
５

日
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
で
も
、

３
千
ｍ
リ
レ
ー
で
４
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
星
野
悟
、森
本
良
、
齋
藤
和
樹

（
と
も
に
体
育
４
）の
三
選
手
は
、そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
リ

ー
グ
の
ザ
ス
パ
草
津
、横
浜
Ｆ
Ｃ
、ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

へ
の
入
団
が
決
ま
っ
た
。

　

三
選
手
は
一
年
生
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活

躍
し
、イ
ン
カ
レ
、総
理
大
臣
杯
で
準
優
勝
す
る
な

ど
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
快
進
撃
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
星
野
選
手
が
Ｍ
Ｆ
ま
た
は
Ｄ

Ｆ
、
森
本
選
手
が
Ｄ
Ｆ
、
齋
藤
選
手
が
Ｆ
Ｗ
。

18
日
―
１
月
５
日
、東
京
他
）に

東
海
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、

夏
の
総
理
大
臣
杯
（
全
日
本
大

学
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）に
続
き
、

準
優
勝
に
輝
い
た（
写
真
）。

　

一
回
戦
は
阪
南
大
を
２
―
０
、

二
回
戦
は
駒
沢
大
を
２
―
１
、

準
決
勝
で
は
高
知
大
を
２
―
１

で
下
し
て
決
勝
に
進
出
。
延
長

戦
ま
で
も
つ
れ
た
が
、
関
西
大

に
１
―
２
で
惜
敗
し
た
。
大
会

終
了
後
、
齋
藤
和
樹
選
手（
体

育
４
）が
ベ
ス
ト
Ｆ
Ｗ
賞
に
選

出
さ
れ
た
。

（
学
年
は
試
合
出
場
時
、
敬
称
略
）

安藤選手㊥、浅田選手
㊧、村上選手㊨

体
育
会
所
属
ク
ラ
ブ
の

主
な
結
果（
12
│
３
月
）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

国
際
大
会

全
国
大
会

東
海
地
区
優
勝

小塚選手

星
野
選
手

森
本
選
手

齋
藤
選
手

無良選手

星
野
悟
、
森
本
良
、
齋
藤
和
樹
選
手

Ｗ
杯
４
種
目
入
賞

サ
ッ
カ
ー
部
準
優
勝

清水小百合選手（経営４）が活躍

国際大会で好成績
フィギュアスケート

全
日
本
大
学
選
手
権

ス
ケ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
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